
  電気事業関連設備の建設・保守
■ 株式会社 ユアテック
■ 東北発電工業 株式会社
■ 東北ポートサービス 株式会社
■ 東北送配電サービス 株式会社
■ 株式会社 東北開発コンサルタント
■ 東北エアサービス 株式会社
■ 株式会社 東日本テクノサーベイ
■ 株式会社 ユートス
■ 株式会社 ユアテックサービス
■ 株式会社 テクス宮城
■ 株式会社 テクス福島
■ 宮城電設 株式会社
■ 株式会社 大雄電工
■ 株式会社 ユアテック配電テクノ
■ 株式会社 ユアテック関東サービス

  電気事業関連機器の製造
■ 北日本電線 株式会社
■ 北日本電線サービス 株式会社
■ 会津碍子 株式会社
■ 東北ポール 株式会社
■ 東北ポール運送 株式会社
■ 通研電気工業 株式会社
■ 東北電機製造 株式会社
■ 東北計器工業 株式会社

  発 電
■ 常磐共同火力 株式会社
■ 東北自然エネルギー 株式会社
■ 荒川水力電気 株式会社
■ 酒田共同火力発電 株式会社
■ 相馬共同火力発電 株式会社
■ 株式会社 アクアパワー東北
■ ソーラーパワー久慈 株式会社
■ ソーラーパワー鯵ヶ沢 株式会社
■ ソーラーパワー白石 株式会社
■ ソーラーパワー久慈枝成沢 株式会社
■ ソーラーパワー石巻雄勝 株式会社
■ ソーラーパワー宮城 株式会社
■ 福島発電 株式会社
■ 株式会社 ユアソーラー富谷
■ 株式会社 ユアソーラー保原
■ あぶくま南風力発電 合同会社

  ガス事業・エネルギーソリューション
■ 日本海エル・エヌ・ジー 株式会社
■ 東北天然ガス 株式会社
■ 東北エネルギーサービス 株式会社

  情報通信
■ 東北インフォメーション・システムズ 株式会社
■ 東北インテリジェント通信 株式会社

  生活・ビジネス支援
■ 東日本興業 株式会社
■ 株式会社 E ライフ・パートナーズ
■ 株式会社 エルタス東北
■ 株式会社 トークス
■ TDG ビジネスサポート 株式会社
■ 株式会社 ニューリース
■ 株式会社 アクアクララ東北
■ 東北電力フレンドリー・パートナーズ 株式会社

  環境の保全・リサイクル
■ 東北緑化環境保全 株式会社
■ 能代吉野石膏 株式会社
■ 東北エコ・テクノ 株式会社
■ グリーンリサイクル 株式会社

  海外事業
■ トーホク・パワー・インベストメント・カンパニー
■ キュウシュウ・トウホク・エンリッチメント・
　インベスティング
■ ユアテック・ベトナム・カンパニー・リミティド
■ メリット・パワー・ホールディングス

  電気事業
■ 東北電力 株式会社
■ 株式会社 シナジアパワー
■ 東北電力エナジートレーディング 株式会社
■ 株式会社 東急パワーサプライ

東北電力グループ一覧

「つくる、おくる、ともす。」
東北電力グループは、これまで培った技術と経験を生かし、
地域社会とお客さまの暮らしに寄り添います。

東北電力公式ソーシャルメディアアカウント

この冊子は、環境にやさしい「水なし印刷」「植物油インキ」
「古紙パルプ配合率70％再生紙」を使用しています。

2018年10月発行
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東新潟火力発電所（新潟県北蒲原郡聖籠町）
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東北・新潟の皆さまのために、
東北電力企業グループはさらなる成長へ挑戦します。
「地域の繁栄なくして当社の発展なし」。これは、地域とともに成長してきた東北電力企業グループの基本的な考え方です。
豊かな暮らしに欠かせない電気を安定してお届けするという使命を果たし、お客さまや地域社会のご期待にお応えできるよう、
当社企業グループは、変化をチャンスにさらなる成長へ挑戦していきます。
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日本三景松島の景観に調和した仙台火力発電所

主要水力発電所（6万キロワット以上）
火力、地熱および原子力発電所
他社の主な火力および原子力発電所
主要変電所
他社の主要変電所
他社の交直変換所
主要開閉所
他社の主要開閉所
50万ボルト送電線
27万5,000ボルト送電線
15万4,000ボルト送電線のうち主要なもの
他社の27万5,000ボルト以上の送電線
県境

会社概要
●会社名 東北電力株式会社
 Tohoku Electric Power Co., Inc.
●本店所在地 〒980-8550
 仙台市青葉区本町一丁目7番1号
●設立年月日 1951年5月1日
●資本金 2,514億円
●総資産 42,221億円（2018年3月末時点）
●売上高 20,713億円（2017年度実績）
●経常損益 884億円（2017年度実績）
●代表者 取締役会長　海輪　誠
 取締役社長 社長執行役員
　　　　　　　　　　　　　　原田　宏哉
 （2018年6月末現在）

●株主数 177,023名
●供給区域 青森県・岩手県
 秋田県・宮城県
 山形県・福島県・新潟県　他
●社員数 12,316名
●販売電力量 電灯 23,889百万kWh
 電力 48,114百万kWh
 合計 72,003百万kWh
 （2017年度実績）

■事業の概要

※四捨五入により個々の数値の計と合計が合わない場合があります。
　資本金、総資産、売上高、経常損益は連結実績
　なお、右図は2018年3月末現在

北本直流幹線

東通原子力

八戸火力
青森

北津軽

五戸

能代火力

能代
澄川地熱

岩手
雫石秋田

秋田火力

宮古東花巻

上の岱地熱

羽後

飛島火力
新庄

八久和

石巻宮城中央

宮城

西仙台

仙台

新仙台火力
仙台火力

本道寺
西山形

置賜

豊実

女川原子力

粟島火力

東新潟火力
北新潟

新潟火力

新潟

越後

米沢

福島
新地

原町火力
南相馬

柳津西山地熱

柳津

宮下

上田
本名

本名

中越
刈羽

佐渡

第二沼沢
須賀川

いわき
泉崎

南魚沼

東上越

石曽根

両津火力

相川火力

下北

東福島

大船渡

葛根田
地熱

上北

水沢

東仙台

発 電 所

送電設備

変電設備

配電設備

水　　力： 209カ所 245万kW
火　　力： 12カ所 1,235万kW
地　　熱： 4カ所 19万kW
太 陽 光：   4カ所 0.48万kW
原 子 力：   2カ所 327万kW
合　　計： 231カ所 1,827万kW
こ う 長： 15,281km
回線延長： 24,945km
支 持 物： 58,307基

こ う 長： 147,583km
電線延長： 586,638km
支 持 物： 3,116,413基

630カ所 7,682万kVA

※1　四捨五入により個々の数値の計と合計が合わない場合があります。
※2　こう長は、鉄塔や電柱など支持物間の水平距離の合計です。
※3　回線延長は、こう長に回線数を乗じたものの合計です。
※4　電線延長は、添架されている電線・ケーブルの長さの合計です。

■設備の概要（2018年3月末現在）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000（百万kWh）

（年度）

電力

2014 76,62324,26652,357

2015 75,05723,70651,351

2016 74,258
72,003

24,00450,255

2008 81,10124,67956,422

2009

2010

78,99225,03653,956

82,706
75,304

26,32456,382

2011 24,79150,513

77,8332012

2013

2017 23,88948,114

電灯■販売電力量

25,15352,680

77,45224,81552,637

※四捨五入により個々の数値の計と合計が合わない場合があります。

本　　店 〒980-8550 仙台市青葉区本町一丁目7番1号 TEL 022-225-2111（代）
青森支店 〒030-8560 青森市港町二丁目12番19号 TEL 017-742-2191（代）
青森支社 〒030-8560 青森市港町二丁目12番19号 
岩手支店 〒020-8521 盛岡市紺屋町1番25号 TEL 019-653-2115（代）
岩手支社 〒020-8521 盛岡市紺屋町1番25号 
秋田支店 〒010-0951 秋田市山王五丁目15番6号 TEL 018-863-3151（代）
秋田支社 〒010-0951 秋田市山王五丁目15番6号 
宮城支店 〒980-6005 仙台市青葉区中央四丁目6番1号（SS30ビル内） TEL 022-225-2141（代）
宮城支社 〒980-6005 仙台市青葉区中央四丁目6番1号（SS30ビル内）
山形支店 〒990-0043 山形市本町二丁目1番9号 TEL 023-641-1321（代）
山形支社 〒990-0043 山形市本町二丁目1番9号 
福島支店 〒960-8524 福島市栄町7番21号 TEL 024-522-9151（代）
福島支社 〒960-8524 福島市栄町7番21号 
新潟支店 〒951-8633 新潟市中央区上大川前通五番町84番地 TEL 025-223-3151（代）
新潟支社 〒951-8633 新潟市中央区上大川前通五番町84番地  
東京支社 〒100-0005 東京都千代田区丸の内一丁目8番3号 TEL 03-3231-3501（代）
 　　　　　　　　  （丸の内トラストタワー本館8階）

東京事務所 〒100-0005 東京都千代田区丸の内一丁目8番3号
 　　　　　　　　  （丸の内トラストタワー本館8階）

■主要事業所 販売業務等を担う事業所 送配電業務を担う事業所

03　　目次
04　　会社概要
05　　トップメッセージ
09　　東北電力グループ CSR 方針・行動指針
11　　東北電力のあゆみ

お客さま・地域社会の声にお応えする

13　　最適な電源構成によるコスト競争力の強化
低炭素社会の実現

15　　原子力発電所の安全性向上に向けた取り組み
19　　送配電事業における安定供給と効率化
21　　お客さまのニーズにお応えする提案活動
23　　地域の復興・発展への貢献

成長に向けた新たな事業機会を追求する

25　　東北・新潟域外での電力販売
27　　電力・燃料のトレーディング事業・海外事業・ガス事業の展開
29　　再生可能エネルギー事業の推進
31　　将来の事業領域拡大に向けたイノベーションの追求

変革実現により強固な経営基盤を確立する

33　　競争に立ち向かう組織への変革
財務体質のさらなる改善
CSR の着実な取り組み
多様な人材の活躍推進

37　　パフォーマンスデータ
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「より、そう、ちから。」の想いをかたちに

原田 宏哉

コーポレートスローガン「より、そう、ちから。」のもと、東北電力グループ一体となって変革を加速し、
お客さまや地域のみなさまのご期待にしっかりとお応えしてまいります。

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

5 NOW 2018

取 締 役 社 長
社長執行役員

　

ま
ず
、
東
北
６
県
お
よ
び
新
潟
県
に
お
け
る
電
力

販
売
で
は
、地
元
電
力
会
社
と
し
て
、お
客
さ
ま
と
の

さ
ら
な
る
関
係
強
化
を
図
り
、
魅
力
あ
る
料
金
プ
ラ

ン
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み
、価
格
・
非
価

格
両
面
で
の
競
争
力
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

域
外
供
給
で
は
、
首
都
圏
向
け
料
金
プ
ラ
ン
「
よ

り
そ
う
、で
ん
き
」
の
加
入
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

２
０
１
８
年
３
月
に
は
、
東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
に

出
資
し
、
域
外
で
の
販
売
活
動
に
関
わ
る
方
策
の
充

実
・
多
様
化
や
販
売
電
力
量
の
拡
大
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
東
京
ガ
ス
と
共
同
で
設
立
し
た
シ
ナ

ジ
ア
パ
ワ
ー
を
通
じ
て
、
北
関
東
を
中
心
と
し
た
関

東
圏
の
高
圧
・
特
別
高
圧
の
お
客
さ
ま
へ
の
積
極
的

な
提
案
活
動
に
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

海
外
発
電
事
業
に
つ
い
て
も
、
当
社
初
の
海
外
地

熱
発
電
事
業
と
し
て
、
２
０
１
８
年
３
月
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
南
ス
マ
ト
ラ
州
の
ラ
ン
タ
ウ
・
デ
ダ

ッ
プ
地
熱
発
電
事
業
へ
出
資
参
画
い
た
し
ま
し
た
。

ガ
ス
事
業
で
は
、
岩
手
中
部
（
金
ケ
崎
）
工
業
団
地

に
お
い
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会
社
様
や

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
岩
手
様
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
８
年
８
月
に
は
新
仙
台
火

力
発
電
所
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
出
荷
設
備
の
運
用
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
収
益
力
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
加

え
、
私
を
議
長
と
す
る
経
営
効
率
化
推
進
会
議
の
も

と
、
徹
底
し
た
効
率
化
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
末
ま
で
に
「
調
達
価
格
を
15
％
低

減
」、「
競
争
発
注
比
率
を
35
％
程
度
ま
で
拡
大
」
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
資
材
・
役
務
の
調
達
改
革
を

推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
能
代
火
力
発
電
所
３
号
機
や

上
越
火
力
発
電
所
１
号
機
の
着
実
な
開
発
、
経
年
火

力
発
電
所
の
リ
プ
レ
ー
ス
・
休
廃
止
に
よ
る
最
適
な

電
源
構
成
の
実
現
等
に
よ
る
構
造
的
な
コ
ス
ト
競
争

力
の
強
化
を
追
求
し
て
お
り
ま
す
。加
え
て
、Ｒ
Ｐ
Ａ

(Robotic Process Autom
ation)

を
積
極
的
に

活
用
し
、
日
々
の
業
務
運
営
の
効
率
化
も
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ「
中
期
経
営
方
針
」

で
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
決
算
の
概
要

　

中
期
経
営
方
針
の
１
年
目
で
あ
る
２
０
１
７
年
度

決
算
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
販
売
電
力
量
（
小
売
）

は
減
少
し
た
も
の
の
、
卸
電
力
取
引
所
の
積
極
的
な

活
用
や
他
社
へ
の
卸
売
の
増
加
な
ど
に
よ
る
他
社
販

売
電
力
料
の
増
加
に
加
え
、
燃
料
費
調
整
額
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
売
上
高
は
２
兆
７
１
３
億
円
と
、
前

年
度
比
１
２
１
７
億
円
（
６
・
２
％
）
の
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
経
費
全
般
の
削
減
な
ど
に
努
め
た
も
の

の
、
燃
料
価
格
の
上
昇
に
よ
る
燃
料
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
経
常
費
用
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
経
常

利
益
は
８
８
４
億
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
、

１
６
２
億
円
（
15
・
５
％
）
の
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
度
供
給
計
画
に
お
い
て
、
東

日
本
大
震
災
後
の
早
期
の
供
給
力
確
保
を
目
的
に
設

置
し
た
緊
急
設
置
電
源
の
廃
止
を
決
定
し
、
こ
れ
に

伴
う
費
用
を
特
別
損
失
に
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
親
会
社
株
主
に
帰
属
す
る
当
期
純
利
益
は

４
７
２
億
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
２
２
７
億

円
（
32
・
５
％
）
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
環
境
の
変
化
を

さ
ら
な
る
成
長
の
機
会
と
捉
え
て

　

電
力
小
売
市
場
の
全
面
自
由
化
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
類
を
見
な
い
厳
し
い
事

業
環
境
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
創
業
以
来
私
た
ち
が

経
営
の
基
盤
と
し
て
い
る
東
北
６
県
・
新
潟
県
に
お

い
て
も
競
争
が
激
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

お
客
さ
ま
か
ら
お
選
び
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ

た
情
報
技
術
の
革
新
は
著
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
技
術
革

新
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
競
争
構
造
が
変
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
変

化
を
成
長
に
向
け
た
機
会
と
捉
え
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
や
付
加
価
値
を
お
客
さ
ま
に
ご
提
供
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針
」に

基
づ
き
、
収
益
拡
大
と
徹
底
し
た

効
率
化
に
努
め
ま
す

　

事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、私
た
ち
は「
東

北
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針
（
２
０
１
７
～

２
０
２
０
年
度
）」
に
基
づ
き
、
着
実
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

建設工事が進むランタウ・デダップ地熱発電所
（インドネシア共和国）

域内外での
販売施策の強化により

+26億kWh

2017年度進捗

＋35億kWh＋35億kWh ＋150億kWh＋150億kWh

2020年度目標 2030年度目標

販売電力量
（域外・卸売を含んだ増分）

2016年度末実績

2016年度実績

22万kW

■電気事業

■海外事業

■ガス事業

海外発電事業
持分出力

38万t

23万kW

40万t
販売ガス量

2017年度末実績

2017年度実績

2020年度目標

2020年度目標

2030年度目標

2030年度目標

60万kW

45万t

120万kW

60万t

《中期経営方針で掲げた定量目標》
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東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
り

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す

　

現
在
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
国
際
的
に
は
２
０
１
５
年
に
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標 

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
一
方
で
、
私
た
ち
の
事
業
基
盤
で
あ
る
東
北
６

県
・
新
潟
県
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
弊
害
が
問
題

視
さ
れ
る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
と
ロ
ー
カ

ル
な
レ
ベ
ル
の
双
方
で
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築

す
る
た
め
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
す
べ
て
の
事
業
活
動
の
基

盤
を
な
す
と
の
認
識
の
も
と
、「
東
北
電
力
グ
ル
ー

プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
方
針
」
に
基
づ
き
、
社
会
的
責
任
を
果
た

す
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
活
性
化
の
支
援
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
歩

む
企
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
新
た
な
社

会
課
題
に
も
十
分
配
慮
し
た
事
業
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
働
き
方
改
革
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
働
き
方
の

重
要
性
も
い
っ
そ
う
増
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
が

成
長
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
原
動
力
は
社
員
で
あ

り
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が「
財た

か
ら

」で
す
。
女
性
社
員
の

能
力
発
揮
の
機
会
拡
大
や
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

積
極
的
に
支
援
す
る
職
場
風
土
づ
く
り
の
推
進
な
ど

を
通
じ
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
成
長
・
挑
戦
意
欲
を
促
し
、
さ
ら
な
る
能
力

発
揮
を
促
進
す

る
諸
施
策
も
展

開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２

０
１
８
年
７
月

に
は
、
障
が
い

者
の
い
っ
そ
う

の
雇
用
促
進
を

図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
新
会

社
「
東
北
電
力

フ
レ
ン
ド
リ

ー
・
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
な
ど
を
通
じ
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
も
と
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
重
要
性
が
増
す
な
か
、昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
、お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
工
事

費
負
担
金
の
誤
っ
た
精
算
な
ど
、お
客
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
よ
う
な
事
案
が
立
て
続
け
に
発
生
い

た
し
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
お
客
さ

ま
に
は
あ
ら
た
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
一
連
の
事
案
を
受
け
、
社
員
に
対
し
て
お

客
さ
ま
や
地
域
の
た
め
に
何
が
最
善
か
を
考
え
、「
ま

ご
こ
ろ
を
込
め
た
仕
事
」
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
を

出
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
グ

ル
ー
プ
社
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動
規
範
を
示
し
た

「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
」
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
誠
実
で
公
正
な
事
業
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
社
会
と
グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に

「
よ
り
、そ
う
、ち
か
ら
。」の
実
現
に
向
け
て

　

私
た
ち
は
、
経
営
理
念
で
あ
る
「
地
域
社
会
と
の

共
栄
」、「
創
造
的
経
営
の
推
進
」
の
も
と
、
経
営
環

境
の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
と
と
も

に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

７
年
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
私
た

ち
の
発
電
設
備
、
流
通
設
備
な
ど
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
グ
ル
ー
プ
社
員

が
心
を
一
つ
に
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
被
災
地
の
街
づ
く
り
や

な
り
わ
い
の
再
生
に
は
一
部
で
進
展
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
こ
れ
か
ら
の
と
こ
ろ
も
多
く
、
復
興
は
未
だ

道
半
ば
の
状
況
で
す
。
私
た
ち
は
引
き
続
き
被
災
地

の
地
元
電
力
会
社
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
電
力
の
安
定
供
給
を
通

じ
た
復
興
の
下
支
え
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は
さ
ら
に

大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
環
境
変
化
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
私
た
ち
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス

ロ
ー
ガ
ン「
よ
り
、そ
う
、ち
か
ら
。」の
も
と
、グ
ル
ー

プ
が
一
体
と
な
っ
て
変
革
を
加
速
し
、
お
客
さ
ま
に

「
よ
り
沿
う
」、
地
域
に「
寄
り
添
う
」取
り
組
み
に
よ

り
企
業
価
値
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
期

待
に
し
っ
か
り
と
お
応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
や
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

　

厳
し
い
競
争
環
境
の
中
で
持
続
可
能
な
成
長
を
遂

げ
る
た
め
に
、私
た
ち
は
収
益
力
強
化
に
資
す
る
新
た

な
取
り
組
み
に
も
引
き
続
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
例
と
し
て
、市
場
取
引
の

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
獲
得
・
蓄
積
し
、収
益
力

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
、将
来
の
成
長
・
発
展
に
つ

な
げ
る
べ
く
、２
０
１
８
年
４
月
か
ら
東
北
電
力
エ
ナ

ジ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
事
業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た
な
情
報
技
術
の

進
展
に
よ
る
事
業
環
境
の
変
化
に
先
見
的
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
や
、

将
来
の
事
業
領
域
の
拡
大
に
つ
な
が
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
仙
台
市
に
お
い
て
「
バ
ー

チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
（
Ｖ
Ｐ
Ｐ

：

仮
想
発
電
所
）

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
太
陽
光
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
分
散
型

電
源
を
、需
給
バ
ラ
ン
ス
調
整
機
能
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

太
陽
光
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も

に
環
境
性
に
優
れ
る
と
い
う
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
私

た
ち
は
、
東
北
６
県
お
よ
び
新
潟
県
に
お
け
る
電
力

系
統
の
担
い
手
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
に
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
グ

ル
ー
プ
を
あ
げ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・

活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
や
低
炭
素
社

会
の
実
現
、
経
済
性
な
ど
の
観
点
か
ら
重
要
と
な
る

電
源
が
原
子
力
発
電
で
す
。
私
た
ち
は
、
安
全
確
保

を
大
前
提
と
し
て
、
今
後
も
一
定
程
度
原
子
力
発
電

を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
再
稼
働
に
向
け
安
全
対
策
工
事
を
進
め
て
い
る

女
川
原
子
力
発
電
所
お
よ
び
東
通
原
子
力
発
電
所
で

は
、新
規
制
基
準
へ
の
適
合
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

発
電
所
の
特
性
と
最
新
知
見
を
反
映
し
た
自
主
的
な

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
安

全
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
理
解
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社

員
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
て
い
ね
い
な

対
話
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

電
気
事
業
を
巡
っ
て
は
、
２
０
２
０
年
度
に
送
配

電
部
門
の
法
的
分
離
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
激

変
す
る
経
営
環
境
に
お
い
て
、
た
ゆ
ま
ぬ
成
長
を
遂

げ
る
た
め
に
は
、
事
業
運
営
体
制
を
逐
次
見
直
す
こ

と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
法
的
分
離
を
見

据
え
本
年
４
月
よ
り
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
導
入
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
６
月
に
は
「
監
査
等
委
員
会

設
置
会
社
」
へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
業
務
執
行
を

担
う
「
役
付
執
行
役
員
」
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
取
締
役
に
占
め
る
社
外
取
締
役
の
割
合
を

３
分
の
１
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
経
営
の
透

明
性
を
さ
ら
に
高
め
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
バ

ナ
ン
ス
向
上
に
向
け
た
一
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

迅
速
か
つ
機
動
的
な
意
思
決
定
や
業
務
執
行
を
行
う

と
と
も
に
、
業
務
執
行
状
況
な
ど
に
対
す
る
監
督
を

強
化
し
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
求
心
力
を
高
め
、引
き
続

き
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
の

ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

私
た
ち
は
、
将
来
の
成
長
に
向
け
た
事
業
展
開
や

投
資
を
通
じ
、
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ら
な

る
企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
、
こ
れ
を
通
じ
た
株
価

上
昇
と
い
う
形
で
、
株
主
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お

応
え
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
来
年
度
以
降
の
配
当
見
通
し
に
つ

い
て
具
体
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
株
主
・
投
資
家
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
で
き
る

だ
け
お
応
え
す
る
た
め
、
当
年
度
の
業
績
や
中
長
期

的
な
収
支
見
通
し
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
経
営

の
成
果
に
つ
い
て
一
定
程
度
は
株
主
の
皆
さ
ま
に
還

元
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事業所訪問での対話の様子
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当
社
は
こ
れ
ま
で
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
す
べ

て
の
事
業
活
動
の
基
盤
を
な
す
も
の
と

認
識
し
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
方
針
の
も
と
、
企

業
倫
理
・
法
令
遵
守
、
環
境
へ
の
配
慮

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
持
続

的
な
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
地
域

協
調
や
地
域
活
性
化
支
援
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
伴

う
競
争
の
激
化
に
加
え
、
２
０
２
０
年

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
送
配
電
部
門

の
法
的
分
離
な
ど
、
電
気
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
い
っ

そ
う
の
ご
信
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
成
長
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、東
北
電

力
グ
ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
２
０
１
７
年
４

月
に
「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
方

針
」お
よ
び「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
行
動

指
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、安
全
の
確
保
、

環
境
へ
の
配
慮
、
企
業
倫
理
・
法
令
遵
守

を
基
盤
に
、
お
客
さ
ま
、
地
域
、
株
主
・
投

資
家
、お
取
引
先
、従
業
員
の
5
つ
を
重
要

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
認
識
し
、
双
方

向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
多

様
な
活
動
の
継
続
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に

よ
り
、
グ
ル
ー
プ
各
社
が
一
丸
と
な
っ
て
、

C
S
R
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
東
北
電
力
グ

ル
ー
プ
は
、「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
行
動
指

針
」
の
も
と
、
事
業
活
動
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
強
力
に
支
え
る
グ
ル
ー
プ
各

社
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら
、
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
で
総
合
力
を
発
揮
し
、

誠
実
で
公
正
な
事
業
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
大
切
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ

ま
の
ご
期
待
に
応
え
、
企
業
と
し
て
の
社

会
的
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
考
え
る
C
S
R

は
、経
営
理
念
で
あ
る「
地
域
社
会
と
の
共

栄
」と「
創
造
的
経
営
の
推
進
」に
基
づ
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
活
動
の
成
長

と
、
地
域
や
社
会
が
直
面
す
る
課
題
の
解

決
に
、企
業
グ
ル
ー
プ
一
体
で
取
り
組
み
、

社
会
と
企
業
グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
な
発
展

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。 

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
方
針
・
行
動
指
針

C
S
R
の
推
進
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東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
C
S
R
方
針

行 動 原 則
東北電力グループの経営計画体系

従業員ひとりひとりの日々の業務

経営理念

東北電力グループ中期経営方針

東北電力グループ　CSR方針
東北電力グループ　行動指針

東北電力グループ
各社　中期経営計画

東北電力
各事業・部門　中期計画

東北電力
グループ
東北電力
グループ

東北電力グループとステークホルダーの関係

お客さま
とともに
お客さま
とともに

株主・
投資家
とともに

株主・
投資家
とともに

お取引先
とともに
お取引先
とともに

従業員
とともに
従業員
とともに

地域
とともに
地域
とともに

お客さまからの多様なニーズにお応えし、お客さまに選
択いただける低廉なエネルギーやサービスを安定的に
提供し、お客さま満足のさらなる向上を目指します。

従業員ひとりひとりが絶
え間ないコミュニケーシ
ョンを通じて地域と協調
を図り、信頼関係を構築
していきます。また、地
域に根ざした取り組みや
地域の方々との協働に
より、地域の活性化に貢
献していきます。

情報開示の充実とコ
ーポレート・ガバナ
ンスの強化により、
経営の透明性を高
めるとともに、株主・
投資家の皆さまとの
コミュニケーション
を進め、企業価値の
向上に努めます。

多様な人材のそれぞれの個性を尊重し、能力や意
欲を最大限発揮でき、働きがいや働きやすさを実
感できる職場づくりと人材育成を進め、従業員の豊
かで健康的なライフデザインの構築に貢献します。

公正・公平な取引を通じて、お取引先の
皆さまと良好な信頼関係を築くとともに、
取引の透明性を高め、社会からの信頼感
の醸成に向けて取り組んでまいります。

安全
　　　　　環境

企業倫理・法令遵
守

　
私
た
ち
は
、「
地
域
社
会
と
の
共
栄
」

「
創
造
的
経
営
の
推
進
」
の
経
営
理
念
の

も
と
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
お
客
さ

ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始
め
と
し
て
、
私
た

ち
の
使
命
お
よ
び
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）を
着
実
に
果
た
し
、
企
業
価
値

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
お
客
さ

ま
、
地
域
の
方
々
、
株
主
・
投
資
家
の
皆

さ
ま
、
お
取
引
先
の
方
々
な
ど
か
ら
信
頼

さ
れ
選
択
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
従
業
員
ひ
と
り
ひ
と

り
が
、
事
業
活
動
の
基
盤
は
社
会
と
の
信

頼
に
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
企
業
倫

理
・
法
令
遵
守
に
対
す
る
し
っ
か
り
し

た
認
識
・
知
識
を
持
ち
、
揺
る
ぎ
な
い
倫

理
感
を
も
っ
て
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
不
適
切
な
事
象
を
発
生
さ
せ
な

い
、
見
過
ご
さ
な
い
、
適
切
な
情
報
公
開

を
行
う
、
と
い
う
企
業
風
土
を
作
っ
て
い

く
こ
と
を
従
業
員
全
員
で
再
確
認
し
、
お

客
さ
ま
、
地
域
の
方
々
、
株
主
・
投
資
家

の
皆
さ
ま
、
お
取
引
先
の
方
々
、
従
業
員

な
ど
と
の
強
い
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ

て
い
き
ま
す
。

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針

安全確保を最優先に、お客さまに信頼され満足していただける生活や事業活動を支える低廉なエネルギーの安定
供給や、お客さまのご期待に応えるサービス等の提供を行っていきます。

1. 安全確保を最優先にエネルギーの安定供給、サービス等の提供

企業グループの事業活動が環境問題と深く係っているとの認識にたち、地域の環境保全と地球環境問題に積極的
に取り組みます。

4. 環境への配慮

社会の方々との幅広く円滑なコミュニケーションと情報開示を行い、透明性の高い開かれた事業活動を推進します。
5. 透明な事業活動の推進

従業員ひとりひとりの人格、個性を尊重し、お互いに連携し、自由活発な意見が交わされる風通しの良い活力ある
企業風土づくりを推進します。

6. 個人の尊重と風通しの良い活力ある企業風土づくり

すべての事業活動において、関係する法令と法の精神の遵守を徹底することはもとより、常に企業倫理を徹底
します。

2. 企業倫理・法令遵守の徹底

地域の方々に事業活動を支えていただいているとの基本的な認識にたち、地域社会の一員として、地域との協調
と地域社会の発展に貢献していきます。

3. 地域との協調と地域社会への貢献

当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

取
り
組
み
の
詳
し
い
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



東
北
電
力
の
あ
ゆ
み

 「
地
域
の
繁
栄
な
く
し
て
当
社
の
発
展
な
し
」

 

こ
の
想
い
を
胸
に
、今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

12 NOW 2018 11 NOW 2018

　
1
9
5
1
年（
昭
和
2
6
年
）、日
本
が
戦
後
の
混
乱
か
ら
復
興
す
る
こ
ろ
、東
北
電
力
は
創
業
し
ま
し
た
。

以
来
、公
益
企
業
と
し
て
の
使
命
感
と
地
域
へ
の
熱
い
想
い
を
抱
き
な
が
ら
、東
北
６
県
・
新
潟
県
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、良
質
な
電
気
を
安
定
し
て
お
届
け
し
、地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

1951
設　立

　日本発送電（株）の東北地区設
備と東北配電（株）の全設備を継
承して設立（初代会長 白洲次郎・
初代社長 内ヶ崎贇五郎）

[ 昭和26年 ]

　水力48.6％：火力51.4％

1969
当社で水力・火力の
発電比率が逆転

[ 昭和44年 ]

1972
地域協調推進本部発足

[ 昭和47年 ]

　発電・送配電・販売事業を担う従来の３本部につ
いて、「発電・販売カンパニー」および「送配電カン
パニー」に再編

2018

カンパニー制の導入

[ 平成30年 ]

　出資比率は東京急行電鉄66.7％、当社33.3％

株式会社東急パワーサプライに出資

2011
東日本大震災

[ 平成23年 ]

新潟・福島豪雨

2004
新潟県中越地震

[ 平成16年 ] 1964
新潟地震

[ 昭和39年 ]1973
第一次オイルショック

[ 昭和48年 ]1978
宮城県沖地震

[ 昭和53年 ]

2011
八戸太陽光発電所

（1500kW）運転開始

[ 平成23年 ]

2015
株式会社シナジアパワー設立

[ 平成27年 ]

当社ブランド
「より、そう、ちから。」公表

2016
新仙台火力発電所
3号系列（98万kＷ）全量運転開始

[ 平成28年 ]

　本店～会津間にマイクロウ
ェーブによる国内初の無人中
継局を設置

1953
日本最初のマイクロウェーブ
無人中継局設置

[ 昭和28年 ]

　お客さま・地域社会との絶え間ないコミュニケ
ーションによる相互理解と協力に基づく強固な信
頼関係の構築を目指し発足

　両発電所の運転開始により当社供給力
が100万ｋWを突破

柳津（５万 kW）、
片門（ 3万 8000ｋW）
両発電所運転開始

　当社初の火力発電所

1958
八戸火力発電所１号機

（7万5000kW）運転開始

[ 昭和33年 ]

　仙台市と新潟市に設置し電話受
付業務を集中化

　2016年4月より関東圏の高圧・
特別高圧のお客さま向けに電力を
販売

2004
コールセンター本格運用開始

[ 平成16年 ]

2005
東通原子力発電所１号機

（110万kW）運転開始

[ 平成17年 ]

改正電気事業法施行　
部分自由化開始

　福島県西部に流れる只見川は豊富な水源を
有しており、当社は創業当時より、只見川開発に着
手。只見川の工事現場を訪れた白洲次郎：初代
会長（右から2人目）は“現場主義”を貫き、自ら四
輪駆動のランドローバーを駆り、只見川電源開発
に取り組む従業員を励ましました。

伸びる電力需要の
増加に対応した電源開発

19501960197019801990200020102018

2000 [ 平成12年 ]

改正電気事業法施行　
全面自由化開始

2016 [ 平成28年 ]

　当社の揚水式発電では最大出力

　当社初のメガソーラー発電所

1981
第二沼沢発電所１号機

（23万kW）運転開始

[ 昭和56年 ]

建設中の第二沼沢発電所

創業時の記念式典の様子

　国内初の事業用大容量ガスコンバイ
ンドサイクル発電プラントとして実用化

1985
東新潟火力発電所3号系列

（109万kW）全量運転開始

[ 昭和60年 ]

　当社初の原子力発電所

1984
女川原子力発電所1号機

（52万4000kW）運転開始

[ 昭和59年 ]

戦後復興・高度経済成長

電力需要の増大
オイルショック

電源の多様化
バブル崩壊

電力自由化の時代へ
東日本大震災

電気事業の変革期

　東日本大震災の影響で、延べ約486万
戸（青森県・岩手県・秋田県・宮城県の全
域、山形県のほぼ全域、福島県の一部）
が停電。未曾有の広域停電に対し復旧作
業に取り組み、発災後３日で約80％の停
電を解消し、約３カ月後には作業に着手可
能な地域の停電をすべて解消しました。

「東北の復興は電気から」
当社企業グループの総力を結集し対応

震災直後の建柱作業の様子
避難住民を受け入れた発電所
体育館の様子

　女川原子力発電所では、安全確保の基本である、原子
炉を「止める」「冷やす」、放射性物質を「閉じこめる」働きが
有効に機能したことで、発電所の安全性を確保しました。一
方で，発電所周辺の地域は津波で甚大な被害を受けてい
ました。発電所周辺にお住まいの方々が山道を歩いて発電
所に辿り着き、最大で３６４名の方々が震災から約３カ月間、
発電所で避難生活を送られました。

地域の皆さまとともに
東日本大震災を乗り越える

会社設立時（昭和26年度）の概要
発電所最大出力は81万7000kW

資本金
従業員
発電所最大出力
（内訳）　 水　力
　　　　   火　力
送電線の長さ
配電線の長さ
契約口数
販売電力

9億円
15,995人
817千kW
809千kW
8千kW
7,529km
50,961km
1,906千口
3,327百万kWh



廃
止
設
備
の
有
効
活
用
で

運
用
性
の
向
上
と

コ
ス
ト
競
争
力
を
強
化

東新潟火力発電所5号機（緊急設置電源）／2011年に発生した東日本大
震災の影響により、太平洋側の火力発電所が甚大な被害を受け供給力が
大幅に減少したため、震災の翌年に運転開始（33.9万kW）。

14 NOW 2018

　
当
社
は
、
保
有
す
る
発
電
設
備
の
ス
リ

ム
化
に
よ
る
効
率
化
や
競
争
力
強
化
、
環

境
性
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
経
済
性
が

低
下
し
て
い
た
り
、
経
年
化
が
進
ん
で
い
る

発
電
設
備
の
休
廃
止
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
東
新
潟
火
力
発
電
所
５
号
機
と
秋
田
火

力
発
電
所
５
号
機
は
、
東
日
本
大
震
災
後

の
早
期
の
供
給
力
確
保
を
目
的
に
設
置
し

た
緊
急
用
電
源
と
し
て
、
主
に
電
力
需
要

が
高
ま
る
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
活
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
の
需
要
動
向
や
新
た
な
電

源
の
開
発
計
画
、
な
ら
び
に
設
備
の
維
持

費
用
の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
廃
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
廃
止
を
進
め
る

一
方
で
、
廃
止
設
備
の
有
効
活
用
を
図
る
観

点
か
ら
、
使
用
し
て
い
た
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に

つ
い
て
、
運
転
開
始
か
ら
約
20
年
が
経
過
し

て
い
る
東
新
潟
火
力
発
電
所
４‒

１
号
系
列

へ
の
転
用
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
新
し
い
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
設
置

す
る
よ
り
も
工
事
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
燃
料
消
費
量
・
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量

に
つ
い
て
、
年
間
約
５
％
の
削
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

能
代
3
号
・
上
越
1
号

高
効
率
火
力
発
電
所
の
開
発
で

環
境
負
荷
低
減
に
寄
与

　
当
社
は
経
年
化
が
進
む
火
力
設
備
の
代

替
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
経
済
性
や
環
境
性

に
優
れ
た
火
力
電
源
の
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
２
０
１
６
年
１
月
よ
り
新
設
工
事
を
進

め
て
い
る
能
代
火
力
発
電
所
３
号
機
（
２
０

２
０
年
６
月
運
転
開
始
予
定
）は
、タ
ー
ビ
ン

を
回
す
際
に
使
用
す
る
蒸
気
温
度
が
６
０

０
℃
と
な
り
、
熱
効
率
約
44
・
８
％
を
見
込

ん
で
い
る
ほ
か
、
賦
存
量
が
多
く
石
炭
灰
の

発
生
が
少
な
い
亜
瀝
青
炭
の
使
用
拡
大
を

図
り
、
資
源
の
有
効
活
用
お
よ
び
廃
棄
物
発

生
量
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
上
越
火
力
発
電
所
１
号
機
（
２
０

１
９
年
５
月
着
工
、
２
０
２
３
年
６
月
運
転

開
始
予
定
）は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃
料
と
す
る
高
効

率
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
を
採

用
す
る
こ
と
で
当
社
最
高
の
熱
効
率
63
％

以
上
を
目
指
し
、
化
石
燃
料
の
節
約
と
Ｃ
Ｏ2

排
出
抑
制
な
ど
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
の

導
入
な
ど
に
よ
る

弛
ま
ぬ
熱
効
率
向
上
の
取
り
組
み

　
火
力
発
電
に
お
け
る
熱
効
率
の
向
上
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
利
用
と
と
も
に
、

国
内
初
の
試
み
を
や
り
遂
げ

運
用
性
向
上
に
貢
献
を

　
５
号
機
廃
止
後
、そ
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
４
-１
号
系

列
に
転
用
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。廃
止
後
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
を
他
の
運
転
中
の
プ
ラ
ン
ト
の
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
と
取
り
替
え
る
工
事
は
、国
内
初
の
試
み
で
あ
り
、こ

の
転
用
に
よ
っ
て
燃
料
消
費
量
は
年
間
２
万
t
程
度
、

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
は
年
間
６
万
ｔ
程
度
の
削
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
転
用
工
事
は
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
丸
ご
と
載

せ
替
え
る
よ
う
な
も
の
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、単
純
な

載
せ
替
え
で
は
な
く
、転
用
先
の
排
熱
回
収
ボ
イ
ラ
や

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
と
う
ま
く
協
調
し
て
発
電
さ
せ
る
た
め

に
全
面
的
な
再
設
計
が
必
要
で
す
。ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
搬

出
入
な
ど
大
規
模
な
工
事
と
な
る
た
め
、設
計
の
遅
れ

や
工
事
中
の
万
が
一
の
事
故
に
よ
り
工
事
が
長
期
化
し
た

場
合
、発
電
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、入
念
に
事
前
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
も
発
電
設
備
の
熱
効
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
転

用
は
国
内
初
の
試
み
で
大
変
な
業
務
で
す
が
、発
電
コ
ス

ト
や
環
境
負
荷
の
低
減
が
図
ら
れ
、安
定
し
た
電
力
の

供
給
に
貢
献
で
き
る
た
め
、強
く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。無
事
に
や
り
遂
げ
、運
用
性
が
よ
く
収
益
向
上
に

寄
与
す
る
設
備
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■当社火力発電所の熱効率の推移（低位発熱量基準）

「より、そう、ちから。」を

カタチに

環境負荷低減と
経済性に優れた電源開発

　環境負荷を抑えつつ、良質で低廉な電気を安定的に供給するため、
当社は新たな火力発電設備の計画・建設を進めています。

世界最高水準の熱効率を達成した新仙台火力発電所３号系列や、
能代火力発電所３号機などの新規火力電源の開発とともに、

廃止設備の有効活用、工事費の抑制、発電所運用コストの低減など、
さまざまな方法によりコスト競争力の強化にも努めています。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

最
適
な
電
源
構
成
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化  

◎ 

低
炭
素
社
会
の
実
現

東
新
潟
火
力
発
電
所 
コ
ン
バ
イ
ン
ド
技
術
グ
ル
ー
プ

　
　
小
山 
一
直

お
や
ま 

　  
か
ず
な
お

東新潟火力発電所全景

65

60

55

50

45

40

35
1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2023

新潟3号
40.4

新仙台2号
42.0

東新潟3号系列
48.6

東新潟4－1号系列
55.6 東新潟4－2号系列

55.8

仙台4号
約58

新仙台3号系列
60以上

上越1号
（63以上）

（年度）

熱効率（％）

国内初の事業用大容量
ガスコンバインドサイクル発電

46.2
（2017）

設計火力熱効率推移（定格出力設計値） 既設火力の総合熱効率推移（ガス・石炭・石油火力の運用実績）
Ｃ
Ｏ2
の
排
出
抑
制
に
も
貢
献
す
る
こ
と
か

ら
、
当
社
は
熱
効
率
の
高
い
火
力
発
電
技

術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
8
5
年
、
東
新
潟
火
力
発
電
所
３

号
系
列
（
国
内
初
の
事
業
用
大
容
量
ガ
ス

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
）
で
は
、

当
時
の
世
界
最
高
水
準
で
あ
る
約 

48
％
の

熱
効
率
を
達
成
。
そ
の
後
も
各
発
電
所
で

高
い
熱
効
率
を
実
現
し
、
2
0
1
6
年
7

月
、
新
仙
台
火
力
発
電
所
３
号
系
列
で
は
、

世
界
最
高
水
準
と
な
る
熱
効
率 

60
％
以
上

を
達
成
し
ま
し
た
。

能代火力発電所3号機 発電機搬入の様子
（2018年7月）
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と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
の
敷
地
内
断
層
の
活
動
性
評
価
や
発

電
所
の
設
備
に
関
す
る
審
査
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
一
定
の
期
間
を
要
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
審
査
と
並
行
し
て
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
安
全
対
策
工
事
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
・
評
価
を
適
宜
反

映
し
な
が
ら
、
設
計
や
工
事
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策
全
体

の
工
事
工
程
を
あ
ら
た
め
て
評
価
し
た
結

果
、
女
川
２
号
機
に
つ
い
て
は
「
２
０
２

０
年
度
」、
東
通
１
号
機
に
つ
い
て
は
「
２

０
２
１
年
度
」
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て

工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
当
社
と
し
て
は
、
新
た
な
工
事
完
了
時

期
に
向
け
て
、
適
合
性
審
査
や
安
全
対
策

工
事
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
工
事
完
了
後
、
準
備
が
整
っ
た

段
階
で
の
再
稼
働
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
同
基
準
や
最
新
の

知
見
等
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機

に
つ
い
て
は
２
０
１
８
年
度
後
半
、
東
通

原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
つ
い
て
は
２
０

１
９
年
度
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
女
川
２
号
機
に
つ
い
て

は
、
基
準
地
震
動
や
基
準
津
波
等
に
対
し

「
概
ね
妥
当
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と

の
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
審
査
は
着
実
に

進
捗
し
て
い
る
も
の
の
、
発
電
所
の
設
備

に
関
す
る
審
査

に
つ
い
て
は
、

今
後
も
一
定
の

期
間
を
要
す
る

も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
東
通

１
号
機
に
つ
い

て
も
、
原
子
炉

建
屋
な
ど
の
耐

震
重
要
施
設
等

の
直
下
に
あ
る

断
層
の
活
動
性

評
価
に
関
わ
る

当
社
の
考
え
方

や
説
明
内
容
に

つ
い
て
、「
概
ね

妥
当
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
」

原
子
力
発
電
の
必
要
性
と

安
全
性
向
上
に
向
け
た

当
社
の
取
り
組
み

　
原
子
力
発
電
は
、発
電
時
に
二
酸
化
炭
素

を
出
さ
ず
、燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
の
調
達
が

安
定
し
て
お
り
、火
力
燃
料
費
の
低
減
が
期

待
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
社
は
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、今
後

も
一
定
の
割
合
で
原
子
力
を
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、２
０
１
３
年
７
月
に
施
行
さ

れ
た
新
規
制
基
準
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、発
電
所
の
特
性
と
最
新
の
知
見

を
反
映
し
た
自
主
的
な
取
り
組
み
を
継
続

し
、今
後
も
さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

女
川
２
号
機
・
東
通
１
号
機
の

安
全
対
策
工
事
完
了
時
期
の

見
直
し
に
つ
い
て

安全性確保を大前提とした
原子力発電の活用

　当社は、原子力発電所の安全性向上に向け、
新規制基準への適合にとどまることなく、

ハード・ソフト両面からの安全対策に取り組んでいます。
また、地域の皆さまとの対話を通じた

双方向のコミュニケーション活動の充実・強化を図り、
相互理解と信頼関係構築に努めています。

今後も、地域の皆さまの声を発電所運営に生かすとともに、
さらなる安全と安心を目指した取り組みを継続していきます。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

■安全性向上に向けた取り組み

▲

2011.3.11
　東日本大震災

❶緊急安全
　対策等

❷規制要求事項
　への対応

　

❸「自主的安全性向上」
　に向けた対策

は
川
女
い
近
も
最
に
源
震

止
停
温
冷
き
働
が
能
機
全
安

を
見
知
新
最
と
性
特
の
所
電
発

ル
ベ
レ
全
安
る
な
ら
さ
た
し
映
反

を
故
事
な
様
同
と
一
第
島
福

ル
ベ
レ
全
安
い
な
さ
こ
起

合
適
の
へ
準
基
制
規
新

福島第一事故の教訓や
女川の震災経験の反映 新規制基準への対応

女川原子力発電所
防潮堤の実施例

・想定津波の高さを 23.1m と
  評価

・これを踏まえた防潮堤かさ
  上げが必要と判断

・海抜約 29m の防潮堤かさ上げ工事を
  実施中

・これにより、約６mの裕度を確保

「質の高いリスクマネジメント」
  に基づく取り組み

▲

現状

安全対策工事の完了時期
従来 見直し後

女川２号機 2018年度後半 2020年度
東通１号機 2019年度 2021年度➡

■安全対策工事の完了時期の見直し

信
頼
関
係
構
築
に
向
け
た

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
展
開

　
当
社
は
、「
原
子
力
発
電
に
は
リ
ス
ク
が

あ
る
」と
の
前
提
に
立
ち
、
地
域
の
方
々
と

の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
を
図
り
、

地
域
の
方
々
の
原
子
力
に
対
す
る
ご
懸
念

や
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、リ
ス
ク
低

減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
す
。

　
当
社
は
、こ
れ
ま
で
継
続
的
に
展
開
し
て

き
た
全
戸
訪
問
対
話
活
動
や
発
電
所
見
学
会

な
ど
を
通
じ
、今
後
も
原
子
力
の
リ
ス
ク
情

報
や
そ
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、社
外
の
有
識
者
の
方
々
な
ど
の
声

を
原
子
力
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

込
み
な
が
ら
、社
員
一
人
ひ
と
り
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
や
、各
種
リ

ス
ク
情
報
を
整
理
す
る
な
ど
、今
後
も
継
続

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、さ
ら
な
る
原
子
力
の
安
全
性
向

上
に
は
、
組
織
的
・
体
系
的
な「
質
の
高
い

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
確
立
・
強
化
が

必
要
と
考
え
、社
内
体
制
の
整
備
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
７
月
に
経
営
ト
ッ
プ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（
強
い
意
志
・
関
与
）を
強

化
す
る
た
め
、
社
長
を
委
員
長
と
す
る「
原

子
力
リ
ス
ク
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
原
子
力
リ
ス
ク
の
分

析
・
評
価
や
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
、必
要
な

対
応
策
お
よ
び
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
審
議
す
る
な

ど
、当
社
に
お
け
る
原
子
力
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
全
般
に
つ
い
て
指
揮
・
管
理
を
し

て
い
き
ま
す
。

女川原子力発電所では、フィルター付格納容器
ベント設備の設置工事を進めています

東通原子力発電所（青森県東通村）

女川原子力 PR センターでは、模型や
パネルなどで原子力発電の仕組みを分
かりやすく紹介しています



●
設
備
面（
ハ
ー
ド
面
）の
取
り
組
み

　
当
社
原
子
力
発
電
所
で
は
、　
万
一
の
事

故
の
進
展
に
応
じ
た
対
策
を
と
る
「
深
層
防

護
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。深
層

防
護
と
は
、
事
故
の
発
生
を
食
い
止
め
る
、

万
一
の
事
故
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
環

境
へ
の
放
射
線
影
響
を
拡
大
さ
せ
な
い
な

ど
、
事
態
の
進
展
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
ご
と
に
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
対
策
を
準
備
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
現
在
、
地
震

対
策
と
し
て
、
基
準
地
震
動
S
ｓ（
１
０
０

０
ガ
ル
）
の
揺
れ
に
対
し
て
も
重
要
施
設
の

損
傷
を
防
止
す
る
耐
震
強
化
を
行
い
、
ま

た
、
津
波
対
策
と
し
て
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ

工
事
（
海
抜
約
29
メ
ー
ト
ル
、
全
長
約
８
０

０
メ
ー
ト
ル
）
や
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
過

圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
ベ
ン
ト

の
際
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
抑
制
す
る
、

フ
ィ
ル
タ
ー
付
格
納
容
器
ベ
ン
ト
設
備
の

設
置
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
全
対
策
工
事
と
継
続
的
な

訓
練
で
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
安
全
対
策
を
強
化
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２
０
１
８
年
２
月
、「
地
域
の
ご
理
解
、

ご
信
頼
を
得
る
た
め
の
具
体
的
な
活
動
状

況
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、「
原
子
力
の

あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
会
議
は
、
原
子
力
全
般
の

課
題
に
関
し
て
、
大
学
教
授
や
企
業
代
表

者
な
ど
社
外
の
有
識
者
の
方
々
か
ら
幅
広

く
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
２

０
１
１
年
10
月
に
設
置
し
た
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
８
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
当
社
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
に
向
け
、
全
社
員
が
心

を
一
つ
に
「
再
出
発
す
る
」
と
い
う
強
い

決
意
の
下
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を

発
電
所
運
営
に
生
か
す

全
戸
訪
問
対
話
活
動

　
当
社
は
、
原
子
力
事
業
者
と
し
て
業
務

を
運
営
し
て
い
く
上
で
、双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま

の
声
を
聞
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
お

り
、
女
川
原
子
力
発
電
所
・
東
通
原
子
力

発
電
所
で
は
年
２
回
、
発
電
所
員
が
立
地

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
を
一
軒
一
軒
訪

問
す
る
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
発
電
所
に
関
す
る
情
報
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
貴
重
な
ご
意
見
を
直
接
伺
う
こ
と
で
、

今
後
の
発
電
所
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
た
顔
の
見
え
る
活
動
で
す
。

2
0
1
8
年
7
月
に
は
、
女
川
原
子
力
発

電
所
で
約
３
９
０
０
世
帯
（
女
川
町
と
石

巻
市
牡
鹿
半
島
部
）、
ま
た
、
同
年
5
月
か

ら
6
月
に
か
け
て
は
、
東
通
原
子
力
発
電

所
で
約
2
8
0
0
世
帯
（
東
通
村
）
を
訪

問
し
ま
し
た｡

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
い

た
だ
け
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
発
電
所
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

組
織
的
・
体
系
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

確
立
・
強
化

　
当
社
は
、さ
ら
な
る
原
子
力
の
安
全
性
向

上
に
は
、
組
織
的
・
体
系
的
な「
質
の
高
い

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
確
立
・
強
化
が

必
要
と
考
え
、社
内
体
制
の
整
備
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
７
月
に
経
営
ト
ッ
プ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（
強
い
意
志
・
関
与
）を
強

化
す
る
た
め
、
社
長
を
委
員
長
と
す
る「
原

子
力
リ
ス
ク
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
原
子
力
リ
ス
ク
の
分

析
・
評
価
や
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
、必
要
な

対
応
策
お
よ
び
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
審
議
す
る
な

ど
、当
社
に
お
け
る
原
子
力
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
全
般
に
つ
い
て
指
揮
・
管
理
を
し

て
い
き
ま
す
。
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地
域
の
皆
さ
ま
の
安
心
と

さ
ら
な
る
安
全
の
た
め
に

女
川
原
子
力
発
電
所
　
保
全
部
原
子
炉
グ
ル
ー
プ

　
副
長  

吉
川 
祐
明 

「より、そう、ちから。」を

カタチに

き
っ
か
わ
　
ひ
ろ
あ
き

　
現
在
、
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
新
規
制
基
準
に
適

合
す
る
た
め
の
安
全
対
策
工
事
を
進
め
て
お
り
、私
は
２

号
機
の
原
子
炉
関
連
の
機
械
設
備
に
関
す
る
保
守
管
理

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。安
全
対
策
工
事
の
う
ち
、
原

子
炉
建
屋
内
へ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
付
格
納
容
器
ベ
ン
ト
装

置
の
設
置
は
国
内
で
も
前
例
の
な
い
取
り
組
み
で
す
。事

前
に
協
力
会
社
が
製
作
し
た
Ｃ
Ｇ
動
画
を
利
用
し
、
詳

細
な
搬
入
計
画
を
立
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。さ
ら
に
、

所
内
の
関
係
各
社
と
綿
密
な
工
程
調
整
を
行
い
、２
０
１

８
年
８
月
に
全
３
基
中
２
基
を
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。工
事
中
は
、
装
置
を
設
置
す
る
部
屋
に
Ｃ
Ｇ
動

画
を
視
聴
す
る
モ
ニ
タ
を
取
り
付
け
、作
業
員
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。動
画
で
進
捗
状
況
を
確
認
で

き
る
の
で
、管
理
す
る
上
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
こ
ん
に
ち
は
訪
問
」な
ど
で
地
域
の
皆
さ
ま
と

お
話
を
す
る
機
会
が
あ
る
時
は
設
備
や
工
事
の
話
題
は

ど
う
し
て
も
難
し
く
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、安
全

対
策
の
実
施
状
況
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
伝
え
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。原
子
力
発
電
所
の
安
全
対

策
は
、
多
種
多
様
な
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に
加
え
、
そ

れ
ら
設
備
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め
の
訓
練
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。地

域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、今
後
も
継

続
的
に
工
事
や
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域の皆さまからご理解やご信頼をいただくための考え方やアイデアなどについて、
活発な意見交換が行われた

理
解
や
ご
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め
の
活
動

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
有
識
者
の
方
々
か
ら
は
、「
時
代
と
と
も

に
社
会
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

世
代
や
性
別
な
ど
に
よ
っ
て
何
を
不
安
に

思
う
か
も
異
な
る
。
相
手
の
問
題
意
識
や

関
心
を
捉
え
た
対
話
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
社
は
、
本
会
議
に
お
け
る
意
見
や
助

言
の
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

代替注水車のホース接続訓練の様子（女川原子力発電所）水源確保訓練の様子（東通原子力発電所）

女川原子力発電所に設置された
フィルター付格納容器ベント設備

女川原子力発電所「こんにちは訪問」

東通原子力発電所「全戸訪問対話活動」

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の

詳
し
い
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
東
通
原
子
力
発
電
所
で
も
、
緊
急
時
に
必

要
な
冷
却
水
を
確
保
す
る
た
め
の
淡
水
貯

水
槽
（
約
3
6
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
×
３

基
）
の
設
置
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
発
電
所
と
も
に
、
運
転
停
止
中
の

安
全
維
持
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
点

検
な
ど
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
保
守
管
理
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
運
用
面（
ソ
フ
ト
面
）の
取
り
組
み

　
設
備
面
の
安
全
対
策
を
確
実
に
機
能
さ

せ
る
た
め
、
機
器
の
操
作
手
順
を
整
備
し
た

上
で
、
徹
底
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
順
書
に
基
づ
き
、
発
電
所
対
策
本
部
の
運

営
や
通
報
連
絡
、
原
子
炉
へ
の
注
水
、
電
源

確
保
な
ど
の
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
女
川
原
子
力
発
電
所
で

は
、
非
常
時
に
貯
水
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
原
子

炉
や
燃
料
プ
ー
ル
に
直
接
注
水
で
き
る
代

替
注
水
車
を
使
用
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、東
通
原
子
力
発
電
所
で
は
、原

（イメージ図）

■フィルター付格納容器ベント設備

万が一の事故で格納容
器の蒸気などを大気に
放出する際、フィルタ
ー装置（水と金属フィ
ルター）を介すること
で粒子状放射性物質の
放出量を1/1000以
下に抑制します。

防潮堤のかさ上げ工事（女川原子力発電所）

格納容器
から

大気放出

フィルター設備

子
炉
や
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
に
必
要
な

水
源
を
長
期
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
河
川
か
ら
の
取
水
訓
練
を
実
施
す

る
な
ど
、
緊
急
時
の
対
応
力
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。



これからも、安定した電気を
お届けするために

送配電カンパニーは、お客さまに安定して電気をお届けするため、
設備の日々の巡視や点検、経年設備の取替、停電の原因となる樹木の伐採などの

メンテナンスを確実に実施し、停電の未然防止に努めています。
また、さまざまな対策や訓練などにより、地震や台風などの自然災害時の

対応力強化を目指した取り組みを進めています。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

送
配
電
事
業
に
お
け
る
安
定
供
給
と
効
率
化

東北６県と新潟県の電気を守り、安定してお届けするために、日々
の巡視・点検やさまざまな訓練などを継続して行っています。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

「
Ｂ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｌ
ｏ（
ボ
レ
ロ
）」を

開
発
し
７
県
に
配
備

　
当
社
は
、
災
害
時
に
作
業
者
を
支
援
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
「
Ｂ
ｏ
ｒ

ｅ
Ｌ
ｏ（
ボ
レ
ロ
）」
を
導
入
し
、
東
北
６
県

と
新
潟
県
に
配
備
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年

８
月
、
台
風
10
号
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

際
に
、
被
害
地
域
周
辺
の
宿
泊
施
設
が
被

災
し
た
う
え
、
通
信
環
境
が
不
安
定
と
な

り
、
復
旧
作
業
が
難
航
し
た
教
訓
を
も
と

に
、
作
業
に
従
事
し
た
従
業
員
か
ら
要
望
を

受
け
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　
車
両
に
は
、
移
動
用
発
電
機
車
の
遠
隔

監
視
制
御
端
末
を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
、

衛
星
電
話
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
作
業
環
境
の
整
備
や
情
報
収
集
の
迅

速
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
時
の
復
旧

作
業
だ
け
で
な
く
、
深
夜
や
山
間
地
の
作
業

な
ど
に
幅
広
く
活
用
し
、
電
力
の
安
定
供
給

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
衛
隊
と
連
携
し

自
然
災
害
時
の
対
応
力
を
強
化

　
当
社
は
、
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
相

互
協
力
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
陸
上
自
衛

隊
東
北
方
面
隊
お
よ
び
東
部
方
面
隊
と
の
連

携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。協

定
に
基
づ
き
、
連
携
強
化
に
向
け
た
実
動
訓

練
も
複
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。訓
練
で
は
、
当

社
が
開
発
し
た
空
輸
対
応
型
低
圧
応
急
用
電

源
車「
Ｔ
ｏ
Ｍ
ｏ
ｓ（
灯
）」の
運
転
操
作
や
、陸

上
自
衛
隊
の
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
積
み

下
ろ
し・機
内
固
定
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
８
年
８
月
に
は
、
新
た
に

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
と
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
後
は
災
害

時
の
電
源
復
旧
活
動
を
行
う
際
の
資
機
材
・

人
員
の
海
上
輸
送
手
段
確
保
な
ど
、さ
ら
な
る

災
害
対
応
力
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
衛
隊

と
の
連
携
に
基
づ
く

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、

災
害
現
場
で
の
迅
速

な
対
応
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

を
契
約
す
る
特
別
高
圧
電
源
を
対
象
に
、

送
電
線
事
故
時
に
瞬
時
に
接
続
電
源
を
制
限

す
る
仕
組
み
（
以
下
「
Ｎ
‐
１
電
制
」）
の
適

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
従
来
、
送
電
線
の
運
用
は
、
送
電
線
１
回

線
が
故
障
し
た
場
合
な
ど
の
緊
急
時
で
も
他

の
送
電
線
で
電
気
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
原

則
と
し
て
１
回
線
分
（
50
％
程
度
）
を
最
大

容
量
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
適
用
を

開
始
し
た
「
Ｎ
‐
１
電
制
」
は
、
送
電
線
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
１
回
線
分
の

容
量
ま
で
電
源
を
制
限
（
発
電
出
力
を
抑
制
）

す
る
こ
と
を
条
件
に
、
送
電
線
へ
の
電
源
の

接
続
量
を
最
大
２
倍
に
拡
大
す
る
効
果
が
期

待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
既
設
送
電
設
備
を

最
大
限
活
用
し
な
が
ら
電
源
の
接
続
可
能
量

を
拡
大
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
当
社
は
今
後
も
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
に
お
け
る
議
論
の
動
向
を
注
視
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
適
切

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

接
続
拡
大
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み

　
当
社
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
い
っ

そ
う
の
導
入
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
、
２
０

１
８
年
７
月
、
新
た
に
電
力
系
統
へ
の
接
続

ネットワークサポートカー「ＢｏｒｅＬｏ（ボレロ）」

日
々
、地
域
の
皆
さ
ま
の

信
頼
に
応
え
る
た
め
に

水
沢
電
力
セ
ン
タ
ー

　
配
電
技
術
サ
ー
ビ
ス
課  

阿
部 

陽

「より、そう、ちから。」を

カタチに

あ
べ
　  

み
な
み

　
岩
手
県
奥
州
市
な
ど
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
す

る
水
沢
電
力
セ
ン
タ
ー
で
、私
は
電
柱
な
ど
の
配
電

設
備
の
保
守
・
点
検
業
務
や
、
住
宅
の
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
時
に
お
け
る
電
気
配
線
の
調
査
業
務
な

ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
停
電
の
復
旧
作
業
で
お
客
さ
ま
宅
を
訪

問
し
た
際
は
、お
客
さ
ま
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
停
電
に
よ
る
不
便
さ
の
声
も
い

た
だ
き
、電
気
と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
責
任

の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
に
寄
り
添
う
活

動
と
し
て
、日
本
の
三
大
奇
祭
と
い
わ
れ
毎
年
２
月

に
開
催
さ
れ
る
「
黒
石
寺
蘇
民
祭
」の
後
片
付
け
を

１０
年
に
わ
た
っ
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
仮
設
小

屋
の
解
体
・
撤
去
作
業
や
境
内
の
清
掃
を
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、地
域
の
方
か
ら
「
毎
年
ほ
ん
と
う
に
助

か
っ
て
い
る
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、地
元
の
電
力
会

社
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
、
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
入
社
２
年
目
で
、ま
だ
技
術
力
・
体
力
と
も
先
輩

社
員
に
は
劣
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
現
場
経
験

を
積
ん
で
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、明
る
い

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
お
客
さ
ま
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
配
電
ウ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

自衛隊のヘリコプターへの「ToMoS」
積み下ろし訓練 と

も
す

従来の運用 新たな運用

■N-1電制（送電線のイメージ：単純な２回線の場合）
緊急時に確保していた容量を活用することで、接続可能量を拡大。
送電線１回線事故時には電源の出力を抑制

太陽光

設備容量

運用容量 風力
火力

太陽光
風力
火力

50％を
緊急時用
に確保

接続可能量
を拡大



東北や新潟などの寒冷地でも高い加熱能力と安定性を
発揮する、加熱性能強化型空冷ヒートポンプ式熱源機

「HEATEDGE（ヒートエッジ）」。（東芝キヤリア掛川開
発センター）

22 NOW 2018

ニ
ー
ズ
に
よ
り
沿
う
料
金
プ
ラ
ン
を
多
数

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
４
月
に

提
供
を
開
始
し
た
「
よ
り
そ
う
プ
ラ
ス
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
リ
ュ
ー
」
は
、
家
電
製
品
や
冷
暖

房
機
器
の
ご
使
用
が
多
い
「
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
や
、
ご
家
族
が
日
中
在
宅
さ
れ
て
い

る
機
会
が
多
い
「
大
人
数
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
に

お
す
す
め
の
料
金
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
ひ
と
月

の
電
気
の
ご
使
用
量
が
比
較
的
多
い
お
客

さ
ま
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
お
客
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
た
め
、
他
企
業
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
お

客
さ
ま
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
、サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
、
お
客
さ
ま
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
お
応
え
す
る
た
め
、
お
客
さ
ま
の

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
料
金
プ
ラ
ン
・

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン

も
っ
と
便
利
！
も
っ
と
お
得
！

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス

「
よ
り
そ
う
ｅ
ね
っ
と
」

　
当
社
は
２
０

１
６
年
４
月
よ

り
、
会
員
制

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
「
よ
り
そ
う

ｅ
ね
っ
と
」
を

開
始
し
、
２
０

１
８
年
８
月
時

点
で
、
会
員
登

録
数
が
47
万
件
を
超
え
る
多
く
の
お
客
さ

ま
か
ら
ご
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
の
電
気
料
金
や

ご
使
用
量
の
確
認
を
い
つ
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
お
客
さ
ま
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
ぴ
っ
た
り
合
う
料
金
プ
ラ

ン
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
は
、会
員
継
続
年

数
に
応
じ
て
「
よ
り
そ
う
ｅ
ポ
イ
ン
ト
」
を

獲
得
で
き
る
「
よ
り
そ
う
継
続
ポ
イ
ン
ト
」

や
、東
北
６
県
と
新
潟
県
を
す
ご
ろ
く
で
楽

し
く
巡
り
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き

る
「
ご
当
地
た
べ
あ
る
き
グ
ル
メ
す
ご
ろ

く
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
登

録
い
た
だ
き
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
H
E
A
T
E
D
G
E
」が

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表
彰
と

省
エ
ネ
大
賞
を
受
賞

　
当
社
と
東
芝
キ
ヤ
リ
ア
株
式
会
社
が
共

同
開
発
し
た
加
熱
性
能
強
化
型
空
冷
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
式
熱
源
機
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

（
以
下
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
）」
が
、
環
境
省
に
よ

る
「
平
成
29
年
度
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

環
境
大
臣
表
彰（
技
術
開
発
・
製
品
化
部
門
）」

と
、
一
般
社
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
「
平
成
29
年
度
省
エ
ネ
大
賞
」

の
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部
門
で
「
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
は
、
東
北
６
県
と
新
潟
県

の
お
客
さ
ま
か
ら
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ

ム
の
加
熱
性
能
強
化
に
関
す
る
ご
要
望
に

お
応
え
す
る
と
と
も
に
、
環
境
性
や
省
エ
ネ

性
に
優
れ
た
同
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
普
及

拡
大
を
目
指
し
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
も
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及

拡
大
な
ど
を
通
じ
て
、
省
エ
ネ
型
社
会
の
構

築
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

■各種セットプランの紹介

お客さまのニーズにより沿う
充実したサービスをご提案
お客さまのニーズにより沿う
充実したサービスをご提案

　お客さまの多様なニーズにお応えし、
喜んでいただけるサービスの提供に努めています。
「よりそうeねっと」のサービス拡充をはじめ、

省エネ型社会の構築に向けた取り組み、
他企業との連携によるお得な料金のセットプランなど、

これからもお客さまの声により沿うサービスで、
豊かな暮らしをサポートしていきます。

　お客さまの多様なニーズにお応えし、
喜んでいただけるサービスの提供に努めています。
「よりそうeねっと」のサービス拡充をはじめ、

省エネ型社会の構築に向けた取り組み、
他企業との連携によるお得な料金のセットプランなど、

これからもお客さまの声により沿うサービスで、
豊かな暮らしをサポートしていきます。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
提
案
活
動

　　　　　　　　　

東北電力・OCN光セット割

ホームセキュリティ、高齢者みまもりサポー
ト、まもるっく（モバイルみまもりセキュリ
ティ）とのお得なセットプラン

カメイおよびカメイ提携販売店の
LPガスとのお得なセットプラン

NTTコミュニケーションズの光インターネット
サービス「OCN 光」とのお得なセットプラン

ホームセキュリティや、マイドクタープラス（高齢
者見守り）、ココセコム（持ち歩けるセキュリティ
端末）とのお得なセットプラン

お得なセットプランお得なセットプラン

「
よ
り
そ
う
ｅ
ね
っ
と
」の

詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
」の

導
入
事
例
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

受付時間：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時まで
※祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く

【料金プラン問い合わせ窓口】東北電力コールセンター

0120-175-028

可
能
性
が
広
が
る

寒
冷
地
向
け
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
株
式
会
社

　
技
師
長  

政
本  
努 
様

ま
さ
も
と
　
つ
と
む

　
当
社
は
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
技
術
を
幅
広
く
応
用
す
る
こ

と
で
、
省
エ
ネ
と
省
コ
ス
ト
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
、
東
北
電
力
と
共
同
開
発
し
た
低
外
気
温

地
域
に
お
け
る
加
熱
性
能
を
強
化
し
た
モ
デ
ル

「
H
E
A
T
E
D
G
E（
ヒ
ー
ト
エ
ッ
ジ
）」の
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
、
低
外
気
温
度
下
に
お
け
る
加

熱
運
転
で
は
空
気
熱
交
換
器
に
霜
が
付
着
す
る
た
め
、
霜

を
溶
か
す
デ
フ
ロ
ス
ト
運
転
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、そ
の

際
、
加
熱
能
力
が
不
足
し
温
水
出
口
温
度
が
急
速
に
低
下

し
ま
す
。こ
れ
が
低
外
気
温
地
域
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
普
及

さ
せ
る
た
め
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
し
た
。

　
今
回
の
共
同
開
発
は
、
寒
冷
地
に
お
け
る
豊
富
な
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
東
北
電
力
か
ら
、「
地
球
環
境
と
東
北

の
復
興
に
貢
献
す
る
機
器
を
と
も
に
作
ろ
う
」
と
ご
提
案

い
た
だ
き
実
現
し
ま
し
た
。東
北
電
力
が
行
っ
た
ニ
ー
ズ

調
査
に
基
づ
き
試
作
機
を
開
発
し
、
岩
手
県
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。工
場
内
の
試
験
室
で
は
再
現
で
き
な
い
降

雪
に
よ
る
影
響
を
、
稼
働
中
の
ホ
テ
ル
で
検
証
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
自
信
と
な
り
、結
果
、デ
フ
ロ
ス
ト
運
転
中
の

加
熱
能
力
も
従
来
機
種
と
比
較
す
る
と
約
３
倍
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。寒
冷
地
向
け
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
開
発
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、

今
後
、
海
外
で
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
提
案
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「より、そう、ちから。」を

カタチに

「よりそうeねっと」会員拡大に向けた取り組み

「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」の表彰式の様子



「東北・新潟の活性化応援プログラム」の 2017 年特別助成団体に選定さ
れた秋田県大館市「釈迦内（しゃかない）サンフラワープロジェクト実行
委員会」。「ALL FOR CHILDREN ～すべては未来を担う子どもたちのため
に～」をコンセプトに、子どもたちと地域の未来を育む活動をしています。

24 NOW 2018

　
当
社
は
、
岩
手
県
・
秋
田
県
・
山
形
県
が

運
営
す
る
公
営
水
力
発
電
所
で
発
電
さ
れ

た
電
力
を
活
用
し
た
、
新
た
な
電
力
供
給
ブ

ラ
ン
ド
を
設
立
し
、
２
０
１
８
年
４
月
よ
り

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
３
県
が
運
営
す
る
公
営

水
力
発
電
所
か
ら
購
入
し
た
電
力
量
を
上
限

と
し
て
、３
県
そ
れ
ぞ
れ
の
電
力
供
給
ブ
ラ
ン

ド
の
要
件
に
該
当
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
、通

常
の
電
気
料
金
よ
り
も
割
安
な
価
格
で
電
力

を
供
給
す
る
も
の
で
す
。東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
地
域
の
復
興
や
、
各
県
内
既
存

企
業
へ
の
支
援
・
新
た
な
企
業
の
進
出
に
よ

る
定
住
人
口
お
よ
び
雇
用
の
増
加
な
ど
、各
県

の
地
域
経
済
・
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
手
・
秋
田
・
山
形
県
と
の

新
た
な
電
力
供
給
ブ
ラ
ン
ド

の
設
立

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
が

地
域
の
元
気
を
サ
ポ
ー
ト

「
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
Ⓡ
」

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。連
携
内
容

は
、産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、災
害
対
策
お

よ
び
地
域
の
安
全
に
関
す
る
こ
と
、
食
育
・
健

康
増
進
に
関
す
る
こ
と
、
子
ど
も
・
青
少
年
育

成
に
関
す
る
こ
と
な
ど
８
項
目
と
な
っ
て
お

り
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、地
元
の
電
力
会
社

と
し
て
福
島
県
の
復
興
・
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福
島
の
復
興
、

地
域
活
性
化
に
向
け

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
当
社
は
２
０
１
７
年

７
月
、
福
島
県
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。福
島
県
と
当
社
が
互

い
に
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
、
東

　「
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
Ⓡ
」
は
、
地
域
活
力

の
再
生
や
地
域
の
自
立
な
ど
に
取
り
組
む
団

体
に
対
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
各
分

野
の
専
門
家
を「
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
派
遣
し
、サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。

２
０
０
６
年
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
32
の
団
体

の
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
は
、
農
事
組
合
法
人

湯
の
郷
（
岩
手
県
花
巻
市
）、
特
定
非
営

利
活
動
法
人 

能
代
観
光
協
会
（
秋
田
県

能
代
市
）、と
よ
ま
絆
の
会

（
宮
城
県
登
米
市
）、

城
下
町
高
田
花
ロ
ー
ド

実
行
委
員
会
（
新
潟
県

上
越
市
）
の
４
団
体
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま

し
た
。

地
域
課
題
の
解
決
に

力
を
尽
く
す
団
体
を
応
援

「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
当
社
は
２
０
１
７
年
に
「
東
北
・
新
潟
の

活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
東
北
６
県
と
新
潟
県
の
各
地
域
で
、
地

域
産
業
の
振
興
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
・
活
性
化
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
を
、
助
成
金
に
よ
っ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
７
年
は
、

１
１
０
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
有
す
る
公

益
財
団
法
人
東
北
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
や

社
外
の
専
門
家
が
審
査
を
行
い
、
計
７
団
体

（
特
別
助
成
団
体
１
件
／
１
０
０
万
円
、
助

成
団
体
６
件
／
各
30
万
円
）
に
対
し
、
助
成

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
引
き
続
き
、地
域
に
寄
り
添
い
、

地
域
の
復
興
、
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

地域がこれから
もっと元気に輝くために
　当社は地域社会の一員として、地域の活性化を応援する取り組みや

地域が抱える課題の解決に向けた活動へのサポートなど
地域の「元気」を引き出す活動に積極的に取り組んできました。

東北・新潟に根差した企業として、これからも地域の皆さまの活動が
より実りのあるものになるようお手伝いします。

▽ 

お
客
さ
ま
・
地
域
社
会
の
声
に
お
応
え
す
る  

◎ 

地
域
の
復
興
・
発
展
へ
の
貢
献

ひ
ま
わ
り
が
地
域
の

未
来
を
明
る
く
照
ら
す

「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」特
別
助
成
団
体

秋
田
県
大
館
市

「
釈
迦
内（
し
ゃ
か
な
い
）サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

　
実
行
委
員
長  

日
景 
賢
悟 

様

「より、そう、ちから。」を

カタチに

ひ
か
げ
　   
け
ん
ご

　
私
た
ち
は
、
釈
迦
内
小
学
校
を
核
と
し
て
、
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
実
践
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
釈
迦
内
小
学
校
の
創
立
時
の
校
名
で
あ
る「
向
陽（
こ
う
よ
う
）

学
校
」に
ち
な
み
、こ
の
地
域
で
は
古
く
か
ら「
向
陽
」、つ
ま
り「
ひ

ま
わ
り
」と
い
う
言
葉
が
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。地
域
に
縁

の
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
２
０

１
０
年
。地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
上
げ
、地
域
住
民
と
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
。
秋
に
は
み
ん
な
で
刈
り
取

り
を
行
い
、収
穫
し
た
種
か
ら
ひ
ま
わ
り
油
を
作
り
、そ
れ
を
子

ど
も
た
ち
が
販
売
、得
ら
れ
た
収
益
を
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学

習
な
ど
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
特
別
助
成
団

体
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
自
信
と
新
た
な
活
動
意
欲

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
種
か
ら
油
を
搾
る
工
程
だ

け
は
外
部
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
た
だ
い
た
特
別
助
成

金
の
一
部
を
活
用
し
、
搾
油
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
旧
給
食
室

を
改
良
し
た
「
ひ
ま
わ
り
工
場
」
の
完
成
に
、
子
ど
も
た
ち
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
が
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
地
域
住

民
の
活
力
に
つ
な
が
れ
ば
、こ
の
釈
迦
内
地
区
は
ひ
ま
わ
り
の
よ

う
に
大
輪
の
笑
顔
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾
Ⓡ
」
の
詳
し

い
内
容
や
活
動
事
例
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

「
東
北
・
新
潟
の
活
性
化
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

2017年の事例「とよま絆の会」の活動

ひまわり油を販売する「釈迦内サンフラワープロ
ジェクト実行委員会」の子どもたち

協定締結式で福島県内堀知事（右）と
当社原田社長（左）

３
県
と
設
立
し
た
電
力
供
給
ブ
ラ
ン
ド

◎
岩
手
県
「
い
わ
て
復
興
パ
ワ
ー
」

◎
秋
田
県
「
あ
き
た
Ｅ
ネ
！
」

◎
山
形
県
「
や
ま
が
た
希
望
創
造
パ
ワ
ー
」



首
都
圏
の
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

「
よ
り
そ
う
、で
ん
き
」

首都圏向け料金プラン「よりそう、でんき」を、CMやポスター
により広くPRしています（写真はPR用ポスター）。

【受付時間】月曜日～金曜日 午前9時～午後5時まで
※祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く

※本モデルの電気料金は消費税等相当額を含み、燃料費調整額および再生可能エネル
ギー発電促進賦課金は含みません。※年間おトク額は、月間おトク額を年間換算したもの
であり、実際の電気のご使用状況や燃料費調整額等により変動いたします。※東京電力の
料金プランは「従量電灯Ｂ」にて算定しています。※平成30年5月末日現在の料金単価によ
る比較です。※各種割引やポイント付与を含みません。

26 NOW 2018

　
当
社
は
２
０
１
８
年
１
月
、
首
都
圏

（
栃
木
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
千

葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
静
岡

県
の
一
部 ※

離
島
は
除
く
）
の
お
客
さ
ま
に

電
気
を
よ
り
お
得
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

料
金
プ
ラ
ン
「
よ
り
そ
う
、
で
ん
き
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。「
よ
り
そ
う
、

で
ん
き
」
は
、
２
０
１
６
年
4
月
か
ら
販
売

開
始
し
た
料
金
プ
ラ
ン
で
、「
電
気
を
お
得

に
使
い
た
い
」「
東
北
と
新
潟
を
応
援
し
た

い
」「
ふ
る
さ
と
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
契
約
容
量
が
６
k
V
A

以
下
で
、
会
員
制
W
e
b
サ
ー
ビ
ス
「
よ
り
そ

う
e
ね
っ
と
」
に
ご
加
入
い
た
だ
け
る
お
客

さ
ま
に
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
契
約
容
量

３
k
V
A
以
上
の
お
客
さ
ま
は
、ご
使
用
量
に
か

か
わ
ら
ず
、東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

株
式
会
社
の「
従
量
電
灯
B
」や「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
S
」よ
り
も
、お
得
に
な
る
よ
う
電
力
量
料

金
単
価
を
見
直
し
ま
し
た
。ま
た「
よ
り
そ
う

e
ね
っ
と
」の
ご
利
用
で
、「
よ
り
そ
う
e
ポ
イ
ン

ト
」が
年
間
で
最
大
1
2
0
0
ポ
イ
ン
ト
貯
ま

り
ま
す
。現
在「
よ
り
そ
う
、で
ん
き
」に
ご
加

入
中
の
お
客
さ
ま
も
、新「
よ
り
そ
う
、で
ん
き
」

に
契
約
を
変
更
す
る
こ
と
で
、今
よ
り
も
お
得

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
当
社
は
今
後
も
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
、
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

関
東
圏
の
高
圧
・
特
別
高
圧
の

お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
〝
よ
り
そ
う
〞

 「
シ
ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
」

　
当
社
と
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
は
、
２
０
１

５
年
10
月
に
「
株
式
会
社
シ
ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
」

を
設
立
し
、２
０
１
６
年
４
月
よ
り
、北
関
東

を
中
心
と
し
た
関
東
圏
の
高
圧
・
特
別
高
圧

さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

「
東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
」へ
出
資

　
当
社
は
２
０
１
８
年
３
月
、
将
来
の
さ
ら

な
る
成
長
に
向
け
た
事
業
展
開
の
一
環
と
し

て
、交
通
や
都
市
開
発
、生
活
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
事
業
を
展
開
す
る
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会

社
の
１
０
０
％
子
会
社
、「
株
式
会
社
東
急

パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
」
に
出
資
（
出
資
比
率
は
、

東
京
急
行
電
鉄
が
66
・
７
％
、当
社
が
33
・
3

％
）し
ま
し
た
。

　
東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
、
２
０
１
６
年

４
月
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
以
降
、
東
急

線
沿
線
に
お
住
ま
い
の
お
客
さ
ま
を
中
心

に
、
電
力
の
販
売
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
出
資
に
よ
り
、

東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
保
有
す
る
豊
富
な

販
売
チ
ャ
ネ
ル
や
強
固
な
ブ
ラ
ン
ド
力
、

優
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
と
、
当
社
が
こ

れ
ま
で
電
気
事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
首
都
圏
の
お
客
さ
ま
に
よ

り
い
っ
そ
う
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

東
急
線
沿
線
に
安
定
し
た

電
気
の
サ
ー
ビ
ス
を

株
式
会
社 

東
急
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ

　
代
表
取
締
役
社
長  
村
井 

健
二 

様

■「よりそう、でんき」モデル料金比較

「より、そう、ちから。」を

カタチに

の
お
客
さ
ま
向
け
に
電
力
販
売
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
シ
ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
で
は
、両
社
の
事
業
ノ
ウ
ハ

ウ
と
競
争
力
の
あ
る
電
源
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
な

ど
の
強
み
を
生
か
し
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
シ

ナ
ジ
ア
パ
ワ
ー
の
事
業
展
開
で
培
っ
た
新
た
な

知
見
は
、
東
北
6
県
お
よ
び
新
潟
県
の
お
客
さ

ま
向
け
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

も
生
か
し
、
お
客
さ
ま
に〝
よ
り
そ
う
〞
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

首都圏のお客さまにも
より充実したサービスを

　首都圏のご家庭向けの料金プラン「よりそう、でんき」のリニューアル、
東京ガス株式会社と共同で設立した「株式会社シナジアパワー」を通じての

関東圏の高圧・特別高圧のお客さま向けの電力販売、
東急グループの新電力「株式会社東急パワーサプライ」への出資など、

当社は常に、成長に向けた新たな事業機会を追求しています。

▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

東
北
・
新
潟
域
外
で
の
電
力
販
売

む
ら
い
　
　
け
ん
じ

　
当
社
は
、
２
０
１
６
年
４
月
の
電
力
小
売
全
面
自
由

化
を
受
け
て
、
家
庭
向
け
に「
東
急
で
ん
き
」の
提
供
を

開
始
し
ま
し
た
。主
に
東
急
線
沿
線
の
生
活
者
の
み
な

さ
ま
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
、
お
申
し
込
み
件
数
は
東
急
線
沿
線
コ
ア
エ
リ
ア

1
5
0
万
世
帯
の
10
％
、
約
15
万
件
に
な
り
ま
す（
２
０

１
８
年
５
月
末
）。順
調
な
顧
客
獲
得
の
背
景
に
は
、
こ

れ
ま
で
鉄
道
を
は
じ
め
不
動
産
、百
貨
店
、C
A
T
V
、ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
東
急
グ
ル
ー
プ
が
沿
線
の
お
客

さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
考

え
ま
す
。お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
群
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、自
然
な
流

れ
で
選
択
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
東
北
電
力
か
ら
出
資
や
電
力
供
給
を
い
た
だ

く
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
電
気

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
顧
客

獲
得
に
も
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。協
業
に
あ
た

り
、
東
北
電
力
の
各
現
場
で
は
、
昼
夜
問
わ
ず
電
力
の

「
安
定
供
給
」
を
使
命
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
そ

う
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。当
社
は
、

そ
の
大
切
な
電
気
を
分
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
識
を

持
ち
、寄
り
添
い
合
う
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ご不明な点や資料請求は、
東北電力コールセンターまで！

0120-175-028○R



▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

電
力
・
燃
料
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
・
海
外
事
業
・
ガ
ス
事
業
の
展
開

岩手中部（金ケ崎）工業団地に増設したLNG 共同サテライト設備

ユアテックが電気設備等を受注して、ユアテック
ベトナムに施工を業務委託したタイビン１石炭火
力発電所（ベトナム国）

建設工事が進むランタウ・デダップ
地熱発電所（インドネシア共和国）

　
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
の
進
展
に
よ

る
市
場
取
引
の
拡
大
な
ど
を
見
据
え
、「
東

北
電
力
エ
ナ
ジ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会

社
」
を
２
０
１
７
年
６
月
に
設
立
し
、
２
０

１
８
年
４
月
よ
り
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
電
力
取
引
市
場
や
燃
料
先
物

の
活
用
に
よ
る
統
合
的
な
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

を
行
う
な
ど
、
新
た
な
事
業
領
域
に
積
極

的
か
つ
先
見
的
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
取

引
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
獲
得
・
蓄

積
し
て
い
く
こ
と

で
、
事
業
リ
ス
ク

を
的
確
に
管
理
す

る
と
と
も
に
、
収

益
力
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
り
、
将

来
の
成
長
・
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
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電
力
と
燃
料
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
新
会
社「
東
北
電
力
エ
ナ
ジ
ー

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」を
設
立

企業価値の向上に努め
さらなる成長に挑戦

企業価値の向上に努め
さらなる成長に挑戦

　当社は、企業グループの経営資源を生かし
「海外事業」や「ガス事業」の分野にも力を入れています。

東南アジアにおける発電事業の拡大、
ガス供給と電力供給とのトータルエネルギーソリューションサービスの充実、
トレーディング新会社の設立など、お客さまのニーズにお応えするため、

これからも、企業価値の向上に努め、
地域とともに成長する企業グループを目指します。

　当社は、企業グループの経営資源を生かし
「海外事業」や「ガス事業」の分野にも力を入れています。

東南アジアにおける発電事業の拡大、
ガス供給と電力供給とのトータルエネルギーソリューションサービスの充実、
トレーディング新会社の設立など、お客さまのニーズにお応えするため、

これからも、企業価値の向上に努め、
地域とともに成長する企業グループを目指します。

日
系
企
業
の
信
頼
を

海
外
で「
か
た
ち
」に

有
限
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム

　
社
長  

芳
賀 
喜
美
男

「より、そう、ちから。」を

カタチに

は
が
　
　
　 
き
み
お

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、１
９
９
５
年
に
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
よ
り
現
地
に
密
着
し
た
体
制
と

す
る
た
め
、２
０
１
１
年
に
現
地
法
人
「
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ

ト
ナ
ム
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム
の
事
業
は
、日
系
の
製
造
業

を
施
主
と
す
る
工
場
の
電
気
、空
調
・
衛
生
設
備
工
事

が
メ
イ
ン
で
す
。ユ
ア
テ
ッ
ク
が
受
注
し
た
日
本
の

O
D
A
工
事（
国
際
コ
ン
テ
ナ
港
、
空
港
、
橋
梁
、
火
力

発
電
所
）の
案
件
も
、
業
務
委
託
の
形
で
受
注
し
て
い

ま
す
。近
年
、
現
地
企
業
と
の
価
格
競
争
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、現
地
に
進
出
す
る
日
系
企
業
か
ら

の
当
社
へ
の
信
頼
・
期
待
は
大
き
く
、
特
に
品
質
、
工

期
な
ど
の
面
で
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ

は
、
事
業
開
始
以
来
、
日
本
式
の
考
え
方
や
管
理
の
仕

方
で
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
へ
の
評
価
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
後
は
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
す
べ
て
の
業
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
、き
め
細
か
な
日
本
式
の
仕
事

術
を
継
承
し
、実
行
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
近
隣
諸
国
で
は
ま
だ
開
発
途
上
の

国
も
多
く
、
当
社
の
よ
う
な
企
業
が
必
要
と
さ
れ
る
機

会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
で
の
経
験
を
足
掛
か

り
に
、様
々
な
国
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、岩
手
中
部（
金
ケ
崎
）工
業
団
地

に
立
地
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式

会
社
岩
手
工
場
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ

ス
）サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
を
譲
り
受
け
、
２
０

１
７
年
４
月
よ
り
、同
工
場
に
天
然
ガ
ス
を

供
給
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、
同
工
場
に
隣

接
す
る
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
岩
手
に
も
天

然
ガ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
共
同

サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
の
増
設
を
進
め
、同
年
12

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

す
る
た
め
、
電
力
供
給
に
加
え
ガ
ス
供
給
も

含
め
た
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
東
北
・

新
潟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様
化
や
高
効

率
化
等
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ガ
ス
事
業
強
化
に
向
け

岩
手
中
部（
金
ケ
崎
）工
業
団
地
に

Ｌ
Ｎ
Ｇ
共
同
サ
テ
ラ
イ
ト
設
備
を
増
設

日
系
企
業
の

ア
ジ
ア
進
出
ニ
ー
ズ
に
応
え

積
極
的
な
事
業
を
展
開

　
近
年
、
日
系
企
業
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
へ

の
進
出
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
社

企
業
グ
ル
ー
プ
も
海
外
で
の
事
業
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ア
テ
ッ
ク
は
、
１
９

9
5
年
、
ベ
ト
ナ
ム
国
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
ベ

ト
ナ
ム
事
務
所
を
開
設
後
、よ
り
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
２
０
１
１
年
に
現

地
法
人
「
有
限
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
20
余
年
に
亘
り
日
系
企

業
の
電
気
・
空
調
設
備
工
事
を
中
心
に
受
注
・

施
工
し
、
２
０
１
６
年
に
は
２
カ
国
目
の
海

外
拠
点
と
な
る
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
ヤ
ン
ゴ
ン
市
）」
を
開
設

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
日
系
企
業
の
現
地
進

出
案
件
の
獲
得
を
目
指
し
、
企
業
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

当
社
初
と
な
る

海
外
地
熱
発
電
事
業
に

出
資
参
画

　
当
社
は
、
２
０
１
８
年
３
月
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
南
ス
マ
ト
ラ
州
の
新
規
地
熱

発
電
事
業
で
あ
る
「
ラ
ン
タ
ウ
・
デ
ダ
ッ
プ

地
熱
発
電
事
業
」
に
出
資
参
画
を
決
め
、
当

社
１
０
０
％
出
資
の
海
外
投
資
子
会
社
で

あ
る
ト
ー
ホ
ク
・
パ
ワ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
通
じ
、
同
事
業
に
お

け
る
持
分
の
10
％
を
取
得
し
ま
し
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
発
電
事
業
な
ら
び
に
海
外

で
の
地
熱
発
電
事
業
へ
の
出
資
参
画
は
、
当

社
と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
本
事
業
に
お
け
る
同
地
熱
発
電
所
（
合

計
出
力
９
・
84
万
kW
）
の
営
業
運
転
開
始

は
２
０
２
０
年
後
半
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
有
電
力
会
社
と
運
転
開

始
か
ら
30
年
間
の
電
力
売
電
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
で
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
的
な

収
益
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
当
社
が

40
年
以
上
に
わ
た
り
国
内
で
培
っ
て
き
た

地
熱
発
電
技
術
の
知
見
・
経
験
を
生
か
す

こ
と
に
よ
り
、
発
電
所
の
安
定
稼
働
に
貢

献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ユアテックベトナムが手掛けた、ハノイ市のホン川（紅河）にかかる世界
最大級の斜張橋「ニャッタン橋」

東京・丸の内で事業を開始した「東北電力 
エナジートレーディング株式会社」



企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

水
力
発
電
所
の
新
規
開
発

東北・新潟の自然の力を
地域のエネルギーに

　再生可能エネルギーは枯渇する心配がなく二酸化炭素を排出しないため、
低炭素社会の実現に向けて、導入拡大への期待は大きくなっています。

東北・新潟には再生可能エネルギー資源が豊富に存在し、当社および企業グループでは、
水力・地熱・太陽光発電などの運用を行い、新規の開発計画についても積極的に取り組んでいます。

さらに水素製造に関する研究開発など再生可能エネルギーの導入拡大に向けた、
新たな研究開発にも挑戦しています。

　再生可能エネルギーは枯渇する心配がなく二酸化炭素を排出しないため、
低炭素社会の実現に向けて、導入拡大への期待は大きくなっています。

東北・新潟には再生可能エネルギー資源が豊富に存在し、当社および企業グループでは、
水力・地熱・太陽光発電などの運用を行い、新規の開発計画についても積極的に取り組んでいます。

さらに水素製造に関する研究開発など再生可能エネルギーの導入拡大に向けた、
新たな研究開発にも挑戦しています。
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当
社
企
業
グ
ル
ー
プ
の
東
北
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
は
、
２
０
１
６
年
６
月
か

ら
、
玉
川
第
二
発
電
所
（
出
力
１
万
４
６
０

０
kW
、
山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
）
の
新
規

開
発
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
の
荒
川
水
系
玉
川
は
河
川
流
量

が
豊
富
な
こ
と
に
加
え
、
河
川
勾
配
が
大
き

い
こ
と
な
ど
、
水
力
発
電
に
適
し
た
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
開
発
地
点
と
し
て

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。今
後
も
安
全
を
最
優

先
に
建
設
工
事
を
着
実
に
進
め
、
早
期
の
運

転
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
規
模
改

修
工
事
を
進

め
て
い
た
阿

賀
野
川
水
系

の
鹿
瀬
発
電

所
（
出
力
５

万
４
２
０
０

kW
、
新
潟
県

東
蒲
原
郡
阿

賀
町
）は
、２

０
１
７
年
９
月
よ
り
運
転
を
再
開
し
ま
し

た
。改
修
工
事
で
は
、
水
車
発
電
機
を
６
台

か
ら
２
台
に
見
直
す
と
と
も
に
、高
効
率
の

立
軸
バ
ル
ブ
水
車
を
採
用
し
、使
用
水
量
を

変
え
る
こ
と
な
く
、最
大
出
力
の
約
10
％
増

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
新
規
地

点
の
発
掘
お
よ
び
開
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、既
存
の
水
力
発
電
所
で
は
老
朽
設
備
の

改
修
を
進
め
、水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

水
力
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た

大
規
模
改
修
工
事

　
当
社
は
、東
北
・
新
潟
の
豊
富
な
水
力
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、２
０
１
７
年
度
末
で

国
内
最
多
の
２
０
９
カ
所
、出
力
約
２
４
５

万
kW
の
水
力
発
電
所
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
世
界
最
大
級

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

　
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

で
は
隣
接
す
る
太
陽
光
発
電
と
電
力
系
統

か
ら
の
電
力
を
用
い
て
、
年
間
最
大
９
０

０
ｔ
規
模
の
水
素
を
製
造
し
、
貯
蔵
・
供

給
し
ま
す
。
水
素
の
製
造
・
貯
蔵
は
、
水

素
需
要
予
測
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
市
場
に
お

け
る
水
素
需
要
予
測
に
基
づ
い
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
水
素
製
造
装
置
の
水
素
製
造

量
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
力
系
統

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
10
月
ま
で
に
本
シ
ス
テ
ム

の
建
設
を
完
了
さ
せ
、
試
運
転
を
開
始
、

２
０
２
０
年
７
月
ま
で
に
実
証
運
用
と
水

素
の
輸
送
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
２
０
１
８
年
８
月
、
当
社
と
国
立
研
究

開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）、
東
芝
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
お
よ
び
岩
谷

産
業
株
式
会
社
は
、
福
島
県
双
葉
郡
浪
江

町
に
お
い
て
世
界
最
大
級
と
な
る
１
万
kW

の
水
素
製
造
装
置
を
備
え
た
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
「
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
建
設
工
事
を
開
始

し
ま
し
た
。

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

大
き
な
期
待
を
担
う
発
電
所

　
山
形
県
小
国
町
の
荒
川
水
系
玉
川
で
は
、
飯
豊
連
峰
か

ら
の
豊
富
な
水
を
利
用
し
て
古
く
か
ら
電
源
開
発
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
開
発
工
事
を
進
め
て
い
る
玉

川
第
二
発
電
所
は
、こ
の
豊
富
な
水
量
と
玉
川
最
下
流
部

の
落
差
を
利
用
し
て
、
比
較
的
大
き
な
出
力
（
１
万
４
６

０
０
kW
）で
安
定
的
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
な

こ
と
か
ら
、
地
域
の
貴
重
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
私
た
ち
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
小
国
町
は
豪
雪
地
帯
で
夏
の
暑
さ
も
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
天
候
、
河
川
状
況
の
監
視
な
ど
一
年
を
通
し
て
安
全

に
注
意
し
な
が
ら
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
工
事
に
伴
っ
て
敷
地
内

で
約
１
０
０
０
ｔ
の
伐
採

木
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
有
効
活
用
し
て
、
地
元

の
小
国
森
林
組
合
な
ど
の

協
力
を
得
て
公
園
に
置
く

ベ
ン
チ
や
集
会
所
で
使
う

本
棚
を
製
作
し
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
元

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
の

夏
祭
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

東
北
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

玉
川
第
二
発
電
所
建
設
所 

　
　 

所
長
　
内
田 
幸
志

■福島水素エネルギー研究フィールド完成イメージ

「より、そう、ちから。」を

カタチに

▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推
進

大規模改修工事を終えた鹿瀬発電所

伐採木で製作した本棚や公園のベンチ う
ち
だ
　  
ゆ
き
も
と

玉川第二発電所は、有効落差66.8mを利用して水力発電を行う水路式発電所。導水路
などの土木工事が進められるとともに、本館新築工事も2018 年6 月に着工しました。

導水路掘削に使われている最新鋭のトンネルボーリン
グマシン（愛称「玉二郎」）



弘
前
大
学
と
共
同
で

Ａ
Ｉ
を
活
用
し

津
軽
弁
を
自
動
文
字
化

変化する事業環境を見つめ
ＩｏＴイノベーションを推進

　当社では、ＩｏＴやＡＩなどの新たな情報技術の進展による
事業環境の変化に先見的に対応し、

設備運用の高度化・効率化やお客さまサービスの
向上などにつながる取り組みを始めています。

また、将来の新規事業・新規サービスの創出や展開も視野に入れ
積極的な体制強化を進めています。

仙台市内の小学校に設置された蓄電池は容量 15kWh。平常時は太陽光
（出力 10kW）から発電した電力を施設内で自家消費することで CO2 削
減を図ります。災害時には自動的に自立運転モードに切り替わり、避難所
運営に必要な体育館の照明などに電力を供給します。
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２
０
１
８
年
２
月
、
当
社
は
、
弘
前
大
学

と
共
同
で
行
っ
て
き
た
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

の

音
声
認
識
・
言
語
処
理
技
術
を
活
用
し
た
研

究
に
関
し
て
、通
話
音
声
デ
ー
タ
の
文
章
化

に
成
功
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
の

研
究
は
、通
話
音
声
デ
ー
タ
の
文
章
化
と
自

動
要
約
を
行
い
、
そ
れ
が
実
用
的
な
文
章
と

し
て
理
解
可
能
か
評
価
・
検
証
を
行
っ
て
い

た
も
の
で
、津
軽
弁
の
音
声
デ
ー
タ
の
テ
キ

ス
ト
化
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
津

軽
弁
を
正
確
に

標
準
語
に
変
換

で
き
る
か
、
引

き
続
き
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま

す
。当
社
は
、
こ

れ
ら
の
成
果
を

お
客
さ
ま
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上

に
活
用
し
て
い

く
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
導
入
し

火
力
発
電
所
の
運
用
効
率
向
上
へ

入
に
向
け
た
２
項
目
の
検
証
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
一
つ
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
技
術
の
活
用

と
し
て
、当
社
の
火
力
発
電
所
で
過
去
に
発
生

し
た
設
備
の
異
常
な
ど
運
転
デ
ー
タ
の
分
析

に
よ
り
、従
来
の
監
視
で
は
気
付
け
な
か
っ
た

設
備
の
異
常
兆
候
を
早
期
に
検
知
す
る
手
法

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
活
用
と
し
て
、

設
計
上
の
熱
効
率
理
論
値
と
運
転
実
績
を
詳

細
に
比
較
し
て
熱
効
率
が
低
下
す
る
要
因
を

特
定
し
、
運
転
条
件
（
燃
料
・
空
気
・
水
の
投

入
量
な
ど
）を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
る
熱
効
率

の
向
上
効
果
を
検
証
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、２
０
１
９

年
度
中
に
当
社
の
す
べ
て
の
火
力
発
電
所
へ

の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お

り
、安
定
供
給
の
確
保
と
経
済
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
当
社
は
火
力
発
電
所
設
備
の
異
常
兆
候
の

早
期
検
知
や
さ
ら
な
る
運
用
効
率
の
向
上
に

向
け
、
東
芝
と
共
同
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

減
に
向
け
、
仙
台
市
と
連
携
し
て
実
証
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
災
害
時
に
お
け

る
電
源
の
確
保
の
た
め
、
仙
台
市
が
市
内
の

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
な
ど
に
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
池
の
導
入
を
進
め
て
き
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
そ
の
う
ち
25
カ
所
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
集
約
し
、
設
備
の
稼

働
状
況
な
ど
を
遠
隔
監
視
・
最
適
制
御
し
て

い
く
も
の
で
す
。

新
し
い
情
報
技
術
を
活
用
し

バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

　
当
社
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た
な
情

報
技
術
の
活
用
に
よ
り
「
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー

プ
ラ
ン
ト（
Ｖ
Ｐ
Ｐ
:仮
想
発
電
所
）
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し
た
。Ｖ
Ｐ
Ｐ
と

は
、
自
治
体
や
企
業
、一
般
の
お
客
さ
ま
な
ど

が
保
有
し
て
い
る
発
電
設
備
や
蓄
電
池
、電
気

自
動
車
な
ど
、地
域
に
分
散
し
て
存
在
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

の
新
た
な
情
報
技
術
を
用
い
て
集
約
し
、一
つ

の
発
電
所
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
２
０
１
８
年
４
月
、
当
社
は
Ｖ
Ｐ
Ｐ
技
術

を
活
用
し
地
域
防
災
力
強
化
や
環
境
負
荷
低

「
仙
台
モ
デ
ル
」と
し
て

社
会
全
体
に
広
が
れ
ば

　
仙
台
市
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

災
害
時
に
お
け
る
自
立
的
な
電
源
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
平
常
時
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
図
る
た
め
、
太
陽

光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
、
２
０
１
７
年
度
ま
で
に
避
難
所
と
な
る
小
中
学

校
な
ど
１
９
６
カ
所
で
設
置
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
運
用
に
お
い
て
、
蓄
電

池
の
効
果
的
な
使
い
方
や
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
の
設

備
監
視
の
面
で
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東
北
電
力
よ
り
Ｖ
Ｐ
Ｐ
実
証

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
、
防
災
機
能
を
維
持
し
つ
つ

太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
活
用
や
施
設
の
電
力
需
要

に
応
じ
た
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
な
ど
に
よ
り
、
最
適
な
充

放
電
制
御
を
行
う
こ
と
で
、
蓄
電
池
の
長
寿
命
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
内
の
各
設
備
の
稼
働

状
況
や
故
障
発
生
の
状
況
な
ど
を
集
中
監
視
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
「
仙
台
モ
デ
ル
」
と

な
っ
て
他
都
市
で
の
課
題
解
決
策
と
し
て
波
及
し
、

社
会
全
体
の
電
力
の
需
給
調
整
に
も
寄
与
で
き
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

仙
台
市
ま
ち
づ
く
り
政
策
局 
防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室

　
主
査 

前
田 
照
彦 
様 

（
左
）

■東北電力と仙台市の VPP 実証プロジェクト

「より、そう、ちから。」を

カタチに

▽ 

成
長
に
向
け
た
新
た
な
事
業
機
会
を
追
求
す
る  

◎ 

将
来
の
事
業
領
域
拡
大
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
追
求

弘前大学および当社による記者会見

ま
え
だ      
て
る
ひ
こ

　
主
事 

今
井 

由
佳 
様 
（
右
）

い
ま
い         

ゆ
か

仙台市内の小学校に設置された太陽光発電
設備

東北電力  

仙台市  

蓄電池 
監視制御サーバー 

通信端末 

  VPP技術による 
電力需給バランスの調整と、 
地域防災力強化などへの貢献 

仮想発電所
 

（バーチャルパワープラント：VPP）

 

太陽光発電 
リチウムイオン
蓄電池

再生可能 
エネルギー 

防災対応型太陽光発電システム
（指定避難所25箇所で実証予定）

 
 

充電 

放電 

充電 

放電 

充電 

放電 

充電 

放電 

天候情報 他 

 
 

、 
防災対応機能を維持しつつ

太陽光発電の余剰電力の有効活用、
電力使用量のピークシフト、
蓄電池の長寿命化を目指します

 



変化をチャンスに
さらなる成長へ挑戦
　当社企業グループは、エネルギー事業を取り巻く環境の変化を
新たな事業機会と捉え、さらなる成長へ向けて挑戦しています。

競争に立ち向かう組織変革、徹底したコスト低減の推進、
CSRの着実な取り組み、多様な人材の活用推進などにより、

強固な経営基盤の確立を目指します。
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▽ 

変
革
実
現
に
よ
り
強
固
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る  

◎ 

競
争
に
立
ち
向
か
う
組
織
へ
の
変
革  

◎ 

財
務
体
質
の
さ
ら
な
る
改
善  

◎ 

C
S
R
の
着
実
な
取
り
組
み  

◎ 

多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進

カ
ン
パ
ニ
ー
制
の
導
入
を

柱
と
す
る

組
織
整
備
を
実
施

　
当
社
は
、
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
に

よ
る
競
争
の
激
化
や
、
２
０
２
０
年
４
月

ま
で
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
送
配
電

部
門
の
法
的
分
離
（
分
社
化
）
な
ど
、
激

変
す
る
事
業
環
境
を
踏
ま
え
、
段
階
的
な

組
織
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
に「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
本
部
」
を
設
置
し
た
後
、
２
０
１
８
年

４
月
に
は
カ
ン
パ
ニ
ー
制
を
導
入
し
、
発

電
・
送
配
電
・
販
売
事
業
を
担
う
従
来
の

３
本
部
に
つ
い
て
、「
発
電
・
販
売
カ
ン
パ

ニ
ー
」、「
送
配
電
カ
ン
パ
ニ
ー
」お
よ
び「
原

子
力
本
部
」
に
再
編
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
組
織
整
備
に
よ
り
、
各
カ
ン

パ
ニ
ー
・
本
部
が
自
律
的
な
事
業
運
営
体

制
の
も
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
的
確
に
果
た
し

な
が
ら
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

第
一
線
業
務
機
関
も
含
め
法
的
分
離
を
見

据
え
た
体
制
で
先
行
的
に
業
務
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
分
社
時
の
円
滑
な
組
織
の
移

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
へ

の
移
行
」お
よ
び「
役
付
執
行
役
員
の
新
設
」

を
柱
と
す
る
、
経
営
機
構
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
4
月
に
導
入
し
た
カ
ン
パ

ニ
ー
制
に
と
も
な
う
新
た
な
組
織
体
制
に

あ
わ
せ
て
、
経
営
面
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
迅
速
か
つ
機
動
的
な
意
思
決
定
や

業
務
執
行
を
実
現
し
、事
業
運
営
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
業
務
執
行

状
況
等
に
対
す
る
経
営
と
し
て
の
監
督
機

能
に
つ
い
て
も
、い
っ
そ
う
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

●
経
営
機
構
の
見
直
し
の
概
要

◎
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
へ
の
移
行

・
従
来
の
監
査
役
会
の
代
わ
り
に
、
取

締
役
会
の
中
に
監
査
等
委
員
会
を
設

置
し
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
同
様
、
取
締
役
会
に
お
け

る
重
要
な
意
思
決
定
を
重
視
し
な
が

ら
、
業
務
執
行
の
一
部
を
取
締
役
会

か
ら
取
締
役
に
委
任
す
る
こ
と
で
、

よ
り
迅
速
か
つ
機
動
的
な
意
思
決
定

や
業
務
執
行
を
図
り
ま
す
。

・
取
締
役
会
に
お
け
る
社
外
取
締
役
の

構
成
比
を
高
め
る
こ
と
で
、業
務
執
行

状
況
等
の
監
督
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

◎
役
付
執
行
役
員
の
新
設

・「
役
付
執
行
役
員
（
社
長
執
行
役
員
、

副
社
長
執
行
役
員
、
常
務
執
行
役

員
）」
を
新
た
に
設
置
し
、
業
務
執
行

は
役
付
執
行
役
員
が
担
う
体
制
と
す

る
こ
と
で
、「
監
督
」と「
執
行
」の
役

割
分
担
を
よ
り
明
確
に
区
分
し
、
迅

速
か
つ
機
動
的
な
業
務
執
行
を
図
り

ま
す
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
も
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
経
営
機
構
の
見
直
し
も
踏
ま

え
、
引
き
続
き
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

経
営
機
構
の
見
直
し
に
よ
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化

■組織図（2018 年 7 月 1日現在）

女性従業員の能力発揮の機会拡大や、仕事と家庭の両立を、
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当
社
は
、２
０
１
６
年
３
月
、女
性
従
業
員

の
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
に
向
け
「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、「
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
に
、女
性

管
理
職
数
を
２
０
１
５
年
度
期
首
比
で
２
倍

以
上
と
す
る
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
電
力
小
売
全
面
自
由
化
な
ど
当
社
を
と

り
ま
く
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
で
、多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
力
を
強
化
し
、
会
社
が
成
長
を
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
施

策
の
立
案
・
実
施
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
や
、

女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
が
最
大

限
に
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
の
推
進

が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
に
つ
い
て
は
、育
児
期
の
女

性
従
業
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施
に
向

け
て
取
り
組
む
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
女

性
従
業
員
の
直
属
の
上
司
を
対
象
と
し
た
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
女
性
従
業
員
の
能

力
発
揮
の
機
会
拡
大
や
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
積
極
的
に
支
援
す
る
職
場
風
土
づ
く
り

を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
従
業
員
の

さ
ら
な
る
活
躍
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み

宮
城
県「
い
き
い
き
男
女
・
に
こ
に
こ

子
育
て
応
援
企
業
表
彰
」で

優
秀
賞
を
受
賞

　
当
社
は
、
２
０
１
８
年
２
月
、
宮
城
県
が

実
施
す
る
「
い
き
い
き
男
女
・
に
こ
に
こ
子

育
て
応
援
企
業
表
彰
」
の
「
女
性
の
活
躍
推

進
部
門
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

表
彰
は
、
宮
城
県
が
２
０
０
９
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
県
の
「
女
性
の
チ
カ

ラ
を
活
か
す
企
業
認
証
制
度
」
の
認
証
企
業

の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
企
業
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
１
７
年
度
に
認
証
を
取
得

し
、
当
社
企
業
グ
ル
ー
プ
の
東
北
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ズ
な
ど
も
、
同
認

証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、

「
女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
の
た
め
、
２

０
２
０
年
３
月
末
ま
で
に
女
性
管
理
職
を
２

０
１
５
年
度
期
首
比
で
２
倍
以
上
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
７
月

現
在
で
１
・
94
倍
ま
で
達
成
し
て
い
る
」「
管

理
職
研
修
に
女
性
活
躍
推
進
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
講
義
を
盛
り
込

ん
で
い
る
」
な
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

り
、２
０
１
７
年
度
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
法

定
雇
用
率
を
上
回
る
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
職
業
生
活
相
談
員
を
、

法
を
上
回
る
基
準
で
事
業
所
に
配
置
し
、
会

社
生
活
を
営
む
上
で
生
じ
る
個
々
の
相
談
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
職
場
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
な
ど
職
場
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
０
１
８
年
７
月
、障
が
い
者
の
い
っ

そ
う
の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、新
会
社
「
東

北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式

会
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
が
や

り
が
い
や
、
働
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
安

心
し
て
仕
事
の
で
き
る
就
労
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
障
が
い
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
当
社
は
、

地
域
に
〝
寄
り
添
う
〞
企
業
と
し
て
、
引
き

続
き
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
に
取
り
組

み
、
地
域
や
お
客
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え

し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
促
進
に
向
け

新
会
社「
東
北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」を
設
立

　
当
社
で
は
、
障
が
い
者
の
活
動
の
場
を
広

げ
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を
実
現
す
る
た
め
、

教
育
機
関
な
ど
と
連
携
し
採
用
を
行
っ
て
お
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■調達価格の低減の切り口

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
す
べ
て
の

事
業
活
動
の
基
盤
を
な
す
も
の
と
認
識
し
、

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
、
環
境
へ
の
配
慮

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
持
続
的

な
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
地
域
協
調

や
地
域
活
性
化
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
も
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
い
っ
そ

う
の
ご
信
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
と
と

も
に
成
長
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
が
一

体
と
な
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
７
年
４

月
に
「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
方
針
」、

「
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
」
を
策
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
社
秋
田
電
力
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１

０
年
よ
り
「
秋
田
赤
十
字
乳
児
院
」
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
養
育
で
き

な
い
０
歳
か
ら
の
乳
幼
児
を
24
時
間
体
制
で

養
育
し
て
い
る
同
院
に
対
し
、
蛍
光
灯
や
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
設
備
の
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員
か
ら
集
め
た
絵

本
や
子
ど
も
服
な
ど
の
遊
休
育
児
用
品
を
、

入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
酒
田
共

同
火
力
発
電
株
式
会
社
で
は
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
予
測
に
基
づ
き
、
一
時
避
難
施

設
と
し
て
避
難
塔
を
建
築
し
ま
し
た
。
最
大

で
２
０
０
人
程
度
が
１
〜
２
日
間
、
避
難

可
能
な
施
設
で
す
。
山
形
県
内
初
と
な
る

同
施
設
は
「
酒
田
市
の
津
波
発
生
時
に
お
け

る
一
時
避
難
施
設
」
と
し
て
同
市
よ
り
指
定

さ
れ
、
誰
で
も
避
難
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま

と
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
多
様
な
活
動
の
継
続
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

に
よ
り
、
企
業
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
っ
て

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

企
業
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
着
実
な
取
り
組
み

徹
底
し
た
効
率
化
に
よ
り
、

値
上
げ
認
可
時
の
効
率
化
額
を

上
回
る
コ
ス
ト
低
減
を
実
現

資
材
・
役
務
調
達
に
関
わ
る
調
達
価
格
の

低
減
に
つ
い
て
は
、２
０
１
３
年
７
月
に
調

達
改
革
委
員
会
を
設
置
し
、「
買
い
方
」を
変

え
る
・「
買
う
モ
ノ
」を
変
え
る
・「
買
う
量
」

を
変
え
る
の 

３
つ
の
切
り
口
か
ら
各
種
施

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
２
０

１
７
年
度
は
、調
達
価
格
が
14
・
４
％
低
減
、

競
争
発
注
比
率
が
39
・ 

３
％
と
な
り
ま
し

た
。

　
さ
ら
な
る
効
率
化
を
目
指
し
、調
達
改
革

委
員
会
で
は
、
２
０
１
６
年
６
月
に
第
Ⅱ
期

の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。安

全
確
保
と
安
定
供
給
を
前
提
に
、２
０
１
８

年
度
末
ま
で
に
「
調
達
価
格
を
15
％
低
減
」

「
競
争
発
注
比
率
を
35
％
程
度
ま
で
拡
大
」

な
ど
、コ
ス
ト
低
減
の
深
掘
り
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
２
０
１
３
年
の
電
気
料
金
値
上

げ
認
可
時
に
、お
客
さ
ま
の
ご
負
担
を
可
能

な
限
り
軽
減
す
る
よ
う
、
原
価
算
定
期
間

（
２
０
１
３
〜
２
０
１
５
年
度
）
平
均
で 

１

１
３
９
億
円
の
経
営
効
率
化
を
織
り
込
ん

で
い
ま
す
。２
０
１
７
年
度
に
お
い
て
は
、

安
全
確
保
と
安
定
供
給
を
前
提
に
、燃
料
費

を
は
じ
め
と
し
た
経
営
全
般
に
わ
た
る
構

造
的
な
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
た
結
果
、値
上
げ
認
可
時
に
織
り
込
ん

だ
効
率
化
額
を
上
回
る
１
４
９
２
億
円
の

コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
コ
ス
ト
構
造
改
革
の
大
き
な
柱
で
あ
る

従
業
員
に
よ
り
そ
い

と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い

　
東
北
電
力
で
は
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
体
制
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
障
が
い
者
雇
用
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
新

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。東
北
電
力
が
特
例
子
会
社
（
障
が
い

者
の
雇
用
促
進
を
目
的
と
す
る
子
会
社
）
を
設
立
し
、
障
が
い

者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域
に
よ
り
そ
う
企
業
と
し
て

そ
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。新
会
社
の
仕
事
は
、東

北
電
力
か
ら
名
刺
の
印
刷
、
書
類
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
、
デ
ー
タ
入
力
、

コ
ピ
ー
用
紙
の
補
充
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
、
定
型
的
か
つ
反

復
性
の
あ
る
業
務
を
受
託
し
ま
す
。オ
フ
ィ
ス
周
辺
業
務
を
当

社
が
受
諾
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と
東
北
電
力

の
業
務
効
率
化
に
つ
な
が
れ
ば
、理
想
的
な
姿
と
言
え
ま
す
。

　
新
会
社
は
、
東
北
電
力
か
ら
の
出
向
者
４
名
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、１
年
後
に
は
地
域
か
ら
10
名
程
度
、数
年
後
に

は
50
名
程
度
の
雇
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。特
別
支
援
学
校

の
新
卒
者
や
、
移
行
支
援
事
業
所
か
ら
の
中
途
採
用
者
が
中

心
に
な
り
ま
す
。障
が
い
者
４
〜
５
名
に
対
し
支
援
員
と
な

る
ト
レ
ー
ナ
ー
１
名
を
配
置
し
、日
常
的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
く
予
定
で
す
。仕
事
を
通
じ
て
「
人
の
役
に

立
っ
て
い
る
」
と
実
感
で
き
る
こ
と
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
成
長
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
見
極
め
向
き
合
う
こ
と
で
、
私
自
身
も
一
緒
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
電
力
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

常
務
取
締
役
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
長 

　
　
飯
野 

守

「より、そう、ちから。」を

カタチに

い
い
の
　
ま
も
る

■当社の障がい者雇用者数と障がい者雇用率の推移

35 NOW 2018

宮城県の河端副知事（左）より、宮城県「いきいき
男女・にこにこ子育て応援企業表彰」を受けた

「秋田赤十字乳児院」でのボランティア活動

■調達改革委員会第 II 期の取り組みスケジュール
検討項目

目  標（第Ⅱ期）
2018年度末までに
・調達価格を15％低減
・競争発注比率を35％※程度まで拡大
　※うち送配電部門は50％

2016年度 2017年度 2018年度

検討のスケジュール

これまでの取り組みの
全社展開

持続的効率化を可能にする
組織能力・体制・インフラ
の整備

さらなる競争力強化と
透明性の向上

●コスト競争力の一層の強化に向けた
　さらなる効率化施策の深掘り

●調達関連スキルのさらなる向上に向けた
　階層別、部門別の研修プログラムの実施 等

●これまでの取り組みを体系化
　し、全社大に浸透

［参考］第Ⅰ期目標
　・調達価格を10％低減
　・競争発注比率を３割程度まで拡大

「買い方」
を変える

「買うモノ」
を変える （独自仕様や高スペック、工事仕様や工程見直し 等）

「買う量」
を変える
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障がい者雇用率

2.02

198

当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
の

詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

酒田共同火力発電㈱
「石炭埠頭津波避難塔」
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パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ー
タ
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（年度）　
大項目 分類 データ項目 単位 2013 2014 2015 2016 2017
設備 設備の概要 水力発電所数 カ所 210 211 208 209 209

水力発電出力 万 kW 244 244 243 244 245
火力発電所数 カ所 12 12 12 12 12
火力発電出力 万 kW 1,183 1,186 1,203 1,227 1,235
地熱発電所数 カ所 4 4 4 4 4
地熱発電出力 万 kW 22 22 22 22 19
原子力発電所数 カ所 2 2 2 2 2
原子力発電出力 万 kW 327 327 327 327 327
太陽光発電所数 カ所 2 3 4 4 4
太陽光発電出力 万 kW 0.35 0.45 0.48 0.48 0.48
発電所数合計 カ所 230 232 230 231 231
発電出力合計 万 kW 1,777 1,781 1,796 1,821 1,827
送電設備こう長 km 15,104 15,181 15,212 15,190 15,281
送電設備回線延長 km 24,625 24,693 24,794 24,797 24,945
送電設備支持物 基 58,219 58,304 58,229 58,074 58,307
変電所数 カ所 623 624 627 628 630
変電所出力 万 kVA 7,397 7,431 7,521 7,571 7,682
配電設備こう長 km 145,369 145,943 146,550 147,078 147,583
配電設備電線延長 km 578,793 580,893 583,092 585,150 586,638
配電設備支持物 基 3,059,336 3,074,234 3,088,541 3,108,453 3,116,413

停電回数・停電時間 お客さま一戸あたりの平均停電回数 回 0.15 0.12 0.08 0.11 0.13
お客さま一戸あたりの平均停電時間 分 19 9 11 24 10

東北の地域特性と需要密度 人口密度 人/km2 144 143 142 142 142
単位面積あたりの販売電力量 万kWh/km2 97 96 94 93 91

設備工事費 電源 億円 1,219 1,111 1,305 1,118 1,053
流通 億円 882 1,030 1,280 1,269 1,277
その他 億円 218 218 325 325 414
合計 億円 2,318 2,360 2,909 2,713 2,744

株主
投資家

所有者別持株比率 政府・地方公共団体 ％ 4.1 4.1% 4.1% 4.0% 4.1%
金融機関 ％ 32.7 30.0% 30.9% 33.3% 33.6%
その他の法人 ％ 6.1 6.2% 5.7% 5.8% 5.8%
外国人 ％ 17.9 22.5% 24.1% 22.4% 22.7%
個人・その他 ％ 39.2 37.2% 35.2% 34.5% 33.8%
発行済株式総数 株 502,882,585 502,882,585 502,882,585 502,882,585 502,882,585
株主数 人 212,687 203,116 195,215 181,989 177,023

主な IR 活動実績 決算説明会参加人数 人 219 203 211 176 174
機関投資家訪問社数 社 159 141 138 116 109

従業員 従業員数 男性 人 11,814 11,740 11,592 11,576 11,488
女性 人 857 837 829 823 828

管理職数 男性 人 4,891 4,945 4,985 4,998 5,022
女性 人 62 68 78 79 81

採用人数 男性 人 205 200 197 239 245
女性 人 12 15 20 28 29

平均年齢 男性 歳 42.0 42.4 42.2 42.6 42.7
女性 歳 40.0 40.6 40.3 39.8 39.7

平均勤続年数 男性 年 20.8 21.1 21.3 22.4 22.5
女性 年 18.3 18.3 17.5 18.9 18.7

高齢者再雇用制度採用者 採用者数 人 77 88 110 107 139
各年度の制度対象者に対する採用者の割合 ％ 59.2 64.2 64.0 67.7 69.5

社員一人あたりの養成費と
教育受講延べ人数の推移

社員一人あたりの養成費 千円 80 93 100 107 113
教育受講延べ人数 百人 171 175 187 180 172

労働時間 総実労働時間 時間 1,937 1,952 1,965 1,975 1,968
時間外労働時間 時間 240 259 277 285 278

ワーク・ライフ・バランス
実現のための施策と
利用者数

育児休職制度利用者数 人 36 35 28 43 39
育児支援勤務時間制度利用者数 人 115 169 140 143 150
配偶者出産時の休暇制度利用者数 人 326 307 310 308 308
子の看護のための休暇（特別休暇）利用者数 人 278 244 257 350 446
介護休職制度利用者数 人 1 2 2 1 6
介護支援勤務時間制度利用者数 人 4 1 1 1 3
家族の介護のための休暇制度利用者数 人 191 174 145 152 68
単身赴任者の時差出勤制度利用者数 人 328 373 351 249 135
ボランティア休暇制度利用者数 人 93 258 35 74 40
マイセルフ休職制度利用者数 人 4 0 1 1 2

労働安全衛生 度数率推移 0.17 0.17 0.21 0.17 0.25
強度率推移 0.0039 0.0015 0.0076 0.0039 0.0060

障害者雇用 障害者雇用者数 人 208 209 212 210 213
障害者雇用率 ％ 2.07 2.06 2.09 2.04 2.03

人権関係教育への参加実績 管理職 人 1,609 2,200 2,344 2,061 1,610
一般職 人 2,078 1,986 2,070 1,955 1,939
合計 人 3,687 4,186 4,414 4,016 3,549

大項目 分　類 データ項目 単位 2013 2014 2015 2016 2017 
環境 発電量 原子力 億kWh 0 0 0 0 0

火力 億kWh 610 566 572 563 565
水力 億kWh 74 82 79 69 84
新エネルギー等 億kWh 9 9 9 9 8

購入電力量 他社受電 億kWh 159 181 162 169 127
使用電力量・ロス量 発電所内電力 億kWh 29 26 27 26 27

揚水用電力 億kWh 0.5 0.6 0.6 0.5 0.9
当社オフィス等 億kWh 1.3 1.3 1.3 1.0 0.9
送配変電ロス 億kWh 49 46 45 42 37

販売電力量 百万kWh 77,452 76,623 75,057 74,258 72,003
発電用燃料使用量 石炭 万t 890 771 814 731 814

重油 万kl 99 89 43 54 40
原油 万kl 33 31 33 30 22
天然ガス 億Nm3 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4
LNG 万t 428 408 432 438 417
原子燃料 t 0 0 0 0 0

水使用量 工業用水 万t 1,160 1,174 1,111 1,069 1,041
車両燃料使用量 ガソリン kl 2,669 2,397 2,541 2,442 2,376

軽油 kl 775 672 656 634 621
その他使用量 石灰石 万t 12 10 12 10 12

アンモニア 万t 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
CO2排出量(※2) CO2排出量 万t-CO2

4,563
（4,580）

4,390
(4,374)

4,194
(4,177)

4,055
(4,034)

3,755
(3,734)

CO2排出係数 kg-CO2/kWh 0.589
(0.591)

0.573
(0.571)

0.559
(0.556)

0.548
(0.545)

0.523
(0.521)

CO2以外の
温室効果ガス排出

SF6回収率 % 99.7 99.3 99.4 99.6 99.8
HFC保有量 ｔ 41.5 47.7 52.6 51.7 51.2
HFC排出量 t-CO2 1,638 563 1,349 538 947

廃棄物 廃棄物発生量 万t 121.1 112.1 115.4 105.4 117.1
廃棄物最終処分量 万t 30.5 15.9 16.4 7.9 8.4
産業廃棄物リサイクル量 万t 90.6 96.1 99.1 97.5 108.7
廃棄物有効利用率 % 74.8 85.8 85.8 92.5 92.8

その他排出物 SOx排出量 万t 1.3 1.2 1.0 1.0 1.0
SOx排出原単位 g/kWh 0.22 0.21 0.17 0.18 0.17
NOx排出量 万t 1.6 1.5 1.4 1.3 1.2
NOx排出原単位 g/kWh 0.27 0.27 0.25 0.24 0.21
排水量 万t 324 326 332 332 300
車両からのCO2排出量 万t-CO2 0.8 0.7 0.8 0.7 0.7

地球温暖化防止 全火力総合熱効率（低位発熱量基準） % 44.7 45.3 45.6 46.3 46.2
太陽光発電からの購入実績 万kW 81.2 152.9 245.4 320.5 402.1
送配電損失率の推移 % 5.8 5.5 5.5 5.2 4.8
東北電力管内のエコキュート普及推移（累計） 台 295,675 332,474 367,757 405,660 443,212

原子力 原子力発電所設備利用率 % 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
放射線従事者の平均線量 女川原子力発電所 ミリシーベルト 0.2 0.1 0.1 0.1 0.2

東通原子力発電所 ミリシーベルト 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1
固体廃棄物

（女川原子力発電所）
発生量 本相当 3,100 2,232 2,268 2,244 3,140
減容量 本相当 2,412 1,108 648 756 2,272
保管累計量 本相当 27,532 28,656 30,276 31,764 32,632
貯蔵容量 本相当 30,132 55,488 55,488 55,488 55,488

固体廃棄物
（東通原子力発電所）

発生量 本相当 984 576 668 456 488
減容量 本相当 0 0 0 0 0
保管累計量 本相当 10,404 10,980 11,648 12,104 12,592
貯蔵容量 本相当 18,360 18,360 18,360 18,360 18,360

地域 地域協調の取り組み 社内対話活動 回 86 117 123 95 99
地域行事への参加など 回 1,168 1,419 1,549 1,294 1,499
施設見学会、エネルギー・環境に関する
講演会・説明会など 回 3,155 3,346 3,544 3,249 3,221

※ 1　四捨五入により個々の数値の計と合計が合わない場合があります。
※ 2　 (　）内の値は再生可能エネルギー固定価格買取制度による調整等を反映していない基礎 CO2 排出量および CO2 排出係数。 

2016 年度以降は小売電気事業者としての値であり、離島供給等の一般送配電事業者分を含んでいない。 
また、2017 年度の値は、2018 年 8 月時点の速報値。

　


